
１．はじめに

小稿の目的は，ジャワ島家計の労働供給行動を，２００５年におこなわれた国家

労働力調査の個別結果表の利用によって数量的に明らかにすることである。な

お，インドネシアの国家労働力調査は，インドネシア語で，Survei Angkatan Kerja

Nasionalと表記され，サカナス SAKERNASと略称されている。以下，小稿で

は，サカナスという略称を用いる。インドネシア家計の労働供給に関する実証

分析は，筆者の知る限り，非常に少ないといえる。したがって，インドネシア

家計の労働供給に関する実証分析を試みることは，意義あるものと考えられる。

近年の労働供給行動の実証分析は，消費のライフ・サイクル仮説の下で，効

用最大化を図る結果としての労働供給関数を導き，パネルデータを用いて，パ

ラメータを推定することがおこなわれている。分析対象として，女性のパート

タイム労働とフルタイム労働とを取り上げた研究が多いといえる。この場合，

労働市場に出ないで，家事のみの女性が存在することから，サンプルセレクショ

ンモデルが採用される(1)。

今回使用するインドネシアの労働力調査，すなわち，サカナスの調査項目か

ら，上記の労働供給関数が推定できるかどうかである。これらの点に関して，

サカナスは，単年度の調査であり，パネルデータとなっていない。また，社会

経済調査と異なり，家計の非労働所得が十分に調査されていない。これらの理

由により，サカナスの情報から，最新の分析手法に従って，労働供給関数を推

定できないといえる。しかし，家計の構成員の労働時間または労働日数と，賃
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金または所得の情報とを得ることができる(2)。したがって，労働供給行動の実

証分析の少ないインドネシアで，少ない情報でありながら，サカナスを用いた

分析は，第一次接近として，意義あるものと考える。なお，個別結果表からど

のような情報が得られたかを示すために，小稿の付録として，個別調査票の英

語版をつけた。

なお，インドネシアの近年における労働力調査サカナスは，毎年２月と１０月

との２回おこなわれ，集計結果は，国家中央統計局 Badan Pusat Statistik（BPS

と略称される）より『KEADAAN ANGKATAN KERJA DI INDONESIA』

（『LABOR FORCE SITUATION IN INDONESIA』と英語表記されている）と

して，公刊されている(3)。小稿におけるサカナスの定義等の技術的情報は，こ

の刊行物を用いた。

以下，２において，サカナス個別結果表を集計することによって，記述統計

から労働供給反応についての事実認識を示す。３において，被雇用，自己雇用，

臨時被雇用，雇用，無償労働，および未就業の６タイプの就業形態選択につい

て多項ロジット関数を計測し，各就業形態に対する説明変数の限界効果を明ら

かにする。４において，被雇用，自己雇用，および臨時被雇用の３つのタイプ

の労働供給関数を推定し，個人の労働供給行動を明らかにする。最後の５は，

むすびに当てられる。

２．事実認識

サカナスでは，家計に関する情報とその構成メンバーに関する情報とが調査

されている。今回使用する２００５年１１月調査のサカナスの個人のサンプル数は，

２０２，６３３個有り，ジャワ島内のそれは，９２，２８２個となる(4)。

ジャワ島内における都市農村別，男女別，州別かつ年齢別サンプルの分布状

況は，表１に示すとおりである。表には，構成比は記されていないが，９２，２８２

個のサンプルは，ジャカルタ特別州１０．８％，西ジャワ州２３．５％，中部ジャワ州

２５．０％，ジョクジャカルタ特別州７．１％，東ジャワ州２８．７％，およびバンテン

州４．８％と分布している。また，それは年齢構成に対して，２０歳未満２３．５％，

－８２－ ジャワ島家計の労働供給行動



２０歳以上３０歳未満２０．７％，３０歳以上４０歳未満２０．１％，４０歳以上５０歳未満１５．９％，

５０歳以上６０歳未満１０．０％，６０歳以上７０歳未満６．４％，および７０歳以上３．４％と分

布している。加えて，全サンプルに対して，都市合計５０．９％と農村合計４９．１％

と分布し，男子合計４９．７％と女子合計５０．３％と分布している。これらのサンプ

ル分布は，人口の地域的かつ年齢的分布と良く対応したものであり，サカナス

表１ 州別都市農村別男女別年齢別サンプルの分布状況（２００５年，ジャワ島）

ジャカルタ
特別州
（１）

西ジャワ州

（２）

中部ジャワ州

（３）

ジョクジャカルタ
特別州
（４）

東ジャワ州

（５）

バンテン州

（６）

合 計

（７）

都市

２０歳未満 ２，３３１ ３，０１１ ２，１４１ ７８１ ２，４１３ ５２９ １１，２０６
２０歳以上３０歳未満 ２，６０９ ２，４４４ １，７６９ ９０１ ２，２８６ ６１１ １０，６２０
３０歳以上４０歳未満 ２，２２４ ２，３５４ １，７４９ ６４６ ２，２７７ ５１０ ９，７６０
４０歳以上５０歳未満 １，４３１ １，８２０ １，４７３ ５４１ １，８０４ ３０３ ７，３７２
５０歳以上６０歳未満 ８５２ ９０８ ９０２ ３２７ １，１３９ １３４ ４，２６２
６０歳以上７０歳未満 ３７３ ４７２ ５９４ ２７４ ６８８ ４４ ２，４４５
７０歳以上 １３６ ２１２ ３６４ ２０３ ３６２ ７ １，２８４

合計 ９，９５６ １１，２２１ ８，９９２ ３，６７３ １０，９６９ ２，１３８ ４６，９４９

農村

２０歳未満 ０ ２，５８１ ３，３４０ ５４６ ３，２８７ ７１７ １０，４７１
２０歳以上３０歳未満 ０ ２，０９１ ２，６５０ ４５８ ２，７４４ ５２７ ８，４７０
３０歳以上４０歳未満 ０ ２，０４６ ２，６４１ ５０７ ３，１５２ ４６４ ８，８１０
４０歳以上５０歳未満 ０ １，６２６ ２，２６０ ４５１ ２，６５０ ３１３ ７，３００
５０歳以上６０歳未満 ０ １，１１６ １，５１７ ３６７ １，８２４ １８１ ５，００５
６０歳以上７０歳未満 ０ ６６４ １，０９０ ３５０ １，２５４ ９８ ３，４５６
７０歳以上 ０ ３２９ ５７２ ２３９ ６４８ ３３ １，８２１

合計 ０ １０，４５３ １４，０７０ ２，９１８ １５，５５９ ２，３３３ ４５，３３３

男子

２０歳未満 １，１４８ ２，８８７ ２，８７４ ６９２ ２，９４１ ６４３ １１，１８５
２０歳以上３０歳未満 １，２６３ ２，１５４ ２，１６５ ７２３ ２，３７７ ５１７ ９，１９９
３０歳以上４０歳未満 １，１３６ ２，１５８ ２，１０７ ５５０ ２，６２２ ４９１ ９，０６４
４０歳以上５０歳未満 ７３６ １，７９３ １，８７２ ４８６ ２，２０３ ３２８ ７，４１８
５０歳以上６０歳未満 ４４３ １，０７１ １，２３７ ３０６ １，５３２ １７０ ４，７５９
６０歳以上７０歳未満 １９８ ６０８ ７８０ ３０６ ８６１ ７４ ２，８２７
７０歳以上 ６３ ２６４ ４４３ １９７ ４４４ １８ １，４２９

合計 ４，９８７ １０，９３５ １１，４７８ ３，２６０ １２，９８０ ２，２４１ ４５，８８１

女子

２０歳未満 １，１８３ ２，７０５ ２，６０７ ６３５ ２，７５９ ６０３ １０，４９２
２０歳以上３０歳未満 １，３４６ ２，３８１ ２，２５４ ６３６ ２，６５３ ６２１ ９，８９１
３０歳以上４０歳未満 １，０８８ ２，２４２ ２，２８３ ６０３ ２，８０７ ４８３ ９，５０６
４０歳以上５０歳未満 ６９５ １，６５３ １，８６１ ５０６ ２，２５１ ２８８ ７，２５４
５０歳以上６０歳未満 ４０９ ９５３ １，１８２ ３８８ １，４３１ １４５ ４，５０８
６０歳以上７０歳未満 １７５ ５２８ ９０４ ３１８ １，０８１ ６８ ３，０７４
７０歳以上 ７３ ２７７ ４９３ ２４５ ５６６ ２２ １，６７６

合計 ４，９６９ １０，７３９ １１，５８４ ３，３３１ １３，５４８ ２，２３０ ４６，４０１

合計

２０歳未満 ２，３３１ ５，５９２ ５，４８１ １，３２７ ５，７００ １，２４６ ２１，６７７
２０歳以上３０歳未満 ２，６０９ ４，５３５ ４，４１９ １，３５９ ５，０３０ １，１３８ １９，０９０
３０歳以上４０歳未満 ２，２２４ ４，４００ ４，３９０ １，１５３ ５，４２９ ９７４ １８，５７０
４０歳以上５０歳未満 １，４３１ ３，４４６ ３，７３３ ９９２ ４，４５４ ６１６ １４，６７２
５０歳以上６０歳未満 ８５２ ２，０２４ ２，４１９ ６９４ ２，９６３ ３１５ ９，２６７
６０歳以上７０歳未満 ３７３ １，１３６ １，６８４ ６２４ １，９４２ １４２ ５，９０１
７０歳以上 １３６ ５４１ ９３６ ４４２ １，０１０ ４０ ３，１０５

合計 ９，９５６ ２１，６７４ ２３，０６２ ６，５９１ ２６，５２８ ４，４７１ ９２，２８２

（資料）２００５年サカナス個別結果表より集計。
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のサンプルは分析に使用して問題ないといえる。

サカナスの個別結果表をから得られる記述統計を用いて，家計の労働供給行

動の概観の把握を試みる。

サカナス個別結果表より得られるサンプルの就業タイプは，付録に示したサ

カナスの調査票の質問10aにある７つの就業形態にプラス未就業の８タイプと

なる。しかし，小稿では，２種類の雇用者を１つにまとめ，加えて，農業の臨

時被雇用者と非農業の臨時被雇用者とを１つにまとめた。したがって，小稿の

分析対象とする就業タイプは，被雇用，自己雇用，臨時被雇用，雇用，無償労

働，および未就業の６タイプである。なお，自己雇用とは，耳慣れない言葉で

あるが，例えば，大工や左官といった職人による自営業を意味する。また，こ

こでの無償労働は，家庭内の家事のような無償労働でなく，例えば，家族経営

における家族員の無償労働のような労働を意味する。

表２は，６つの就業タイプに対して，ジャワ島における６州のサンプルが，

都市農村別に，また，男女別にどのように分布しているかを示したものである。

表の（７）列目の合計欄に実数値が示され，（１）列目より（６）列目まで，行方向の

構成比（％）が記されている。最後の行の全サンプル９２，２８２個は，被雇用者

１６．１％，自己雇用者９．０％，臨時被雇用者６．６％，雇用者１２．０％，無償労働者

７．６％，および未就業者４８．７％と分布し，未就業者に多くのサンプルが分布し

ている。サンプル対象が，１０歳以上であること，および，表１において２０歳未

満のサンプルの割合が大きかったことから，若年のサンプルが，在学中である

こともあって，未就業者のサンプルの割合が，大きくなっている。都市農村部

の分類においても，また，男女間の分類においても，無就業者の割合が，大き

くなっている。各州においても，その構成比の順序に変化が見られない。ただ

し，男子のジャカルタ特別州の場合，被雇用者構成比が３９．３％，未就業者のそ

れが３６．４％となり，例外となっている。農村の分類において，各州ともに，雇

用者の構成比が被雇用者のそれを上回り，かつ，西ジャワ州を除いて無償労働

者の構成比が高くなっている。これは，農家の世帯主が農企業の雇用者と分類

され，その下で，家族員が無償労働者と分類されて働いているためである。女

子の分類において，中部ジャワ州，ジョクジャカルタ特別州および東ジャワ州
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において，無償労働者の構成比が被雇用者の構成比より高く，これは上記の農

村の分類で記した内容を反映した結果であるといえる。

表３は，年齢階層別にサンプルが６つの雇用形態に，どのように分布したか

を，都市農村別，および男女別に示したものである。表記方法は，表２と同様

に，表の（１）列目より（６）列目まで，行方向の構成比（％）が記され，（７）列目

の合計欄に実数値が示されている。表３によれば，３０歳以上６０歳未満の年齢の

各階層で，どの分類の場合も，未就業者の構成比が相対的に小さくなっている。

表２ 州別都市農村別男女別就業形態別サンプルの分布状況（２００５年，ジャワ島）

被雇用者
（１）

自己雇用者
（２）

臨時被雇用者
（３）

雇用者
（４）

無償労働者
（５）

未就業者
（６）

合 計
（７）

都市

ジャカルタ特別州 ２９．２ ９．３ １．７ ４．３ １．８ ５３．８ ９，９５６
西ジャワ州 １９．４ １０．４ ３．８ ５．３ ２．０ ５９．２ １１，２２１
中部ジャワ州 ２１．８ １０．０ ６．６ ９．０ ４．６ ４７．９ ８，９９２
ジョクジャカルタ特別州 ２２．５ ９．０ ４．７ １０．６ ５．５ ４７．６ ３，６７３
東ジャワ州 ２１．７ ９．９ ６．３ ８．３ ４．５ ４９．３ １０，９６９
バンテン州 ２７．５ ９．５ ０．８ ５．１ １．３ ５５．８ ２，１３８

合 計 ２３．１ ９．８ ４．４ ６．９ ３．３ ５２．５ ４６，９４９

農村

ジャカルタ特別州 ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０
西ジャワ州 ７．６ １１．１ ９．３ １３．１ ５．６ ５３．３ １０，４５３
中部ジャワ州 ９．７ ７．９ ８．７ １８．３ １３．６ ４１．８ １４，０７０
ジョクジャカルタ特別州 １１．８ ５．７ ７．８ ２２．１ １８．８ ３３．９ ２，９１８
東ジャワ州 ８．３ ６．９ ９．２ １８．７ １４．６ ４２．２ １５，５５９
バンテン州 ８．４ ８．９ ６．０ １３．８ ８．６ ５４．３ ２，３３３

合 計 ８．８ ８．２ ８．８ １７．３ １２．２ ４４．７ ４５，３３３

男子

ジャカルタ特別州 ３９．３ １４．２ ２．６ ６．７ ０．８ ３６．４ ４，９８７
西ジャワ州 １９．５ １７．６ １０．３ １５．１ １．４ ３６．２ １０，９３５
中部ジャワ州 １７．９ １０．０ １１．１ ２３．７ ５．３ ３１．９ １１，４７８
ジョクジャカルタ特別州 ２２．８ ７．０ ８．８ ２２．１ ５．９ ３３．４ ３，２６０
東ジャワ州 １７．９ １０．７ １１．５ ２３．８ ６．５ ２９．６ １２，９８０
バンテン州 ２４．７ １４．９ ５．５ １６．２ ２．８ ３５．９ ２，２４１

合 計 ２１．３ １２．５ ９．６ １９．４ ４．２ ３３．０ ４５，８８１

女子

ジャカルタ特別州 １８．９ ４．３ ０．７ １．９ ２．９ ７１．２ ４，９６９
西ジャワ州 ７．８ ３．７ ２．６ ３．０ ６．１ ７６．９ １０，７３９
中部ジャワ州 １０．９ ７．５ ４．７ ５．７ １４．７ ５６．４ １１，５８４
ジョクジャカルタ特別州 １２．８ ８．１ ３．４ ９．４ １６．８ ４９．５ ３，３３１
東ジャワ州 １０．０ ５．７ ４．７ ５．４ １４．２ ６０．０ １３，５４８
バンテン州 １０．４ ３．５ １．６ ３．０ ７．４ ７４．２ ２，２３０

合 計 １０．９ ５．６ ３．５ ４．７ １１．１ ６４．１ ４６，４０１

合計

ジャカルタ特別州 ２９．２ ９．３ １．７ ４．３ １．８ ５３．８ ９，９５６
西ジャワ州 １３．７ １０．７ ６．４ ９．１ ３．７ ５６．３ ２１，６７４
中部ジャワ州 １４．４ ８．７ ７．９ １４．７ １０．１ ４４．２ ２３，０６２
ジョクジャカルタ特別州 １７．８ ７．６ ６．１ １５．７ １１．４ ４１．６ ６，５９１
東ジャワ州 １３．９ ８．２ ８．０ １４．４ １０．４ ４５．１ ２６，５２８
バンテン州 １７．６ ９．２ ３．５ ９．６ ５．１ ５５．０ ４，４７１

合 計 １６．１ ９．０ ６．６ １２．０ ７．６ ４８．７ ９２，２８２

（資料）２００５年サカナス個別結果表よりの集計値より計算した。
（注） （１）列より（６）列まで，行方向の構成比（％）であり，（７）列目の合計は，実数値である。
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これは，これらの年齢層が，働く年齢層であることを反映したものである。特

に，男子の場合，２０歳以上７０歳未満の年齢の各階層で，未就業者の構成比が非

常に小さくなり，２０歳以上４０歳未満の年齢の各階層において，被雇用者の構成

比が最大となり，４０歳以上７０歳未満の年齢の階層において，雇用者の構成比が

最大となっている。加えて，自己雇用者の構成比も大きくなっている点が観察

表３ 都市農村別男女別年齢別就業形態別サンプルの分布状況（２００５年，ジャワ島）

被雇用者
（１）

自己雇用者
（２）

臨時被雇用者
（３）

雇用者
（４）

無償労働者
（５）

未就業者
（６）

合 計
（７）

都市

２０歳未満 ７．２ ０．７ １．０ ０．１ １．６ ８９．４ １１，２０６
２０歳以上３０歳未満 ３５．６ ７．８ ４．６ ２．９ ３．９ ４５．２ １０，６２０
３０歳以上４０歳未満 ３３．１ １４．９ ５．８ ８．６ ３．８ ３３．８ ９，７６０
４０歳以上５０歳未満 ２８．９ １７．１ ６．６ １２．９ ４．３ ３０．２ ７，３７２
５０歳以上６０歳未満 １８．０ １５．４ ６．５ １６．１ ４．１ ３９．９ ４，２６２
６０歳以上７０歳未満 ４．５ １０．２ ５．０ １４．２ ２．９ ６３．２ ２，４４５
７０歳以上 ０．９ ５．５ １．５ ７．８ １．９ ８２．５ １，２８４

合計 ２３．１ ９．８ ４．４ ６．９ ３．３ ５２．５ ４６，９４９

農村

２０歳未満 ３．９ １．３ ２．４ ０．４ ７．２ ８４．８ １０，４７１
２０歳以上３０歳未満 １５．３ ９．５ １０．４ ７．８ １６．５ ４０．５ ８，４７０
３０歳以上４０歳未満 １２．６ １３．１ １２．３ ２０．７ １４．２ ２７．０ ８，８１０
４０歳以上５０歳未満 １０．５ １１．６ １２．７ ２９．３ １４．２ ２１．７ ７，３００
５０歳以上６０歳未満 ７．２ ９．５ １１．３ ３３．７ １２．９ ２５．４ ５，００５
６０歳以上７０歳未満 １．３ ６．７ ７．１ ３１．７ １０．０ ４３．２ ３，４５６
７０歳以上 ０．４ ４．０ ２．５ ２０．２ ４．９ ６８．０ １，８２１

合計 ８．８ ８．２ ８．８ １７．３ １２．２ ４４．７ ４５，３３３

男子

２０歳未満 ４．８ １．５ ２．６ ０．４ ５．４ ８５．２ １１，１８５
２０歳以上３０歳未満 ３２．９ １４．０ １２．０ ８．２ ８．７ ２４．２ ９，１９９
３０歳以上４０歳未満 ３４．０ ２０．６ １３．５ ２３．４ ２．８ ５．７ ９，０６４
４０歳以上５０歳未満 ２８．７ １８．５ １３．４ ３２．９ １．１ ５．４ ７，４１８
５０歳以上６０歳未満 １８．３ １４．８ １１．８ ４０．８ １．３ １３．１ ４，７５９
６０歳以上７０歳未満 ４．３ ８．８ ７．６ ４２．３ ２．３ ３４．７ ２，８２７
７０歳以上 ０．８ ５．５ ２．３ ２７．２ ２．７ ６１．７ １，４２９

合計 ２１．３ １２．５ ９．６ １９．４ ４．２ ３３．０ ４５，８８１

女子

２０歳未満 ６．４ ０．４ ０．６ ０．１ ３．１ ８９．３ １０，４９２
２０歳以上３０歳未満 ２０．７ ３．６ ２．６ ２．２ １０．２ ６０．７ ９，８９１
３０歳以上４０歳未満 １３．３ ７．８ ４．５ ５．８ １４．３ ５４．３ ９，５０６
４０歳以上５０歳未満 １０．６ １０．２ ５．９ ８．９ １７．４ ４７．０ ７，２５４
５０歳以上６０歳未満 ５．７ ９．５ ６．３ ９．６ １６．８ ５２．０ ４，５０８
６０歳以上７０歳未満 １．１ ７．５ ５．０ ８．１ １１．５ ６６．９ ３，０７４
７０歳以上 ０．５ ３．８ １．９ ４．８ ４．５ ８４．５ １，６７６

合計 １０．９ ５．６ ３．５ ４．７ １１．１ ６４．１ ４６，４０１

合計

２０歳未満 ５．６ １．０ １．７ ０．３ ４．３ ８７．２ ２１，６７７
２０歳以上３０歳未満 ２６．６ ８．６ ７．２ ５．１ ９．５ ４３．１ １９，０９０
３０歳以上４０歳未満 ２３．４ １４．１ ８．９ １４．４ ８．７ ３０．６ １８，５７０
４０歳以上５０歳未満 １９．７ １４．４ ９．７ ２１．１ ９．２ ２６．０ １４，６７２
５０歳以上６０歳未満 １２．２ １２．２ ９．１ ２５．６ ８．８ ３２．０ ９，２６７
６０歳以上７０歳未満 ２．６ ８．１ ６．２ ２４．５ ７．１ ５１．５ ５，９０１
７０歳以上 ０．６ ４．６ ２．１ １５．１ ３．６ ７４．０ ３，１０５

合計 １６．１ ９．０ ６．６ １２．０ ７．６ ４８．７ ９２，２８２

（資料）２００５年サカナス個別結果表よりの集計値より計算した。
（注） （１）列より（６）列まで，行方向の構成比（％）であり，（７）列目の合計は，実数値である。
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される。また，都市と男子の分類において，無償労働者の割合が，農村と女子

の分類に比べて，低下している点が観察される。

以上，表２と表３との観察より，インドネシアの労働供給行動の分析に際し，

都市農村別，男女別，地域別，かつ年齢別要因が重要であることがわかったと

いえる。

表４は，都市農村別，男女別，かつ年齢階層別に，３つの雇用形態について，

サカナス個別結果表より平均賃金率を計算したものである(5)。なお，表４の表

示単位は１日当たり１００ルピアである。表４によれば，サンプルの合計で観察

した場合，都市農村別および男女別のいずれの分類においても，被雇用者賃金

率，自己雇用者賃金率，および臨時被雇用者賃金率の順に賃金率が低下してい

る点が観察される。そして，都市農村間に，また男女間に賃金率格差が存在し，

都市男子の３つのタイプの賃金率が最大で，農村女子のそれらが最小となって

いる。年齢階層間の賃金率水準の変化を観察するために，表４を図１，図２お

よび図３に描いた。

表４ 都市農村別男女別雇用形態別平均賃金率プロファイル（２００５年，ジャワ島）

男 子 女 子

被雇用者
（１）

自己雇用者
（２）

臨時被雇用者
（３）

被雇用者
（４）

自己雇用者
（５）

臨時被雇用者
（６）

都市

２０歳未満 ２５０．３ ２０３．６ １８１．３ ２００．０ ２５５．７ ７６．１
２０歳以上３０歳未満 ３４７．８ ２９８．８ ２２３．０ ３１７．５ ２１３．８ １０３．１
３０歳以上４０歳未満 ４７０．６ ３６４．４ ２５２．０ ３９５．４ ２６７．８ １１６．８
４０歳以上５０歳未満 ５５４．８ ４１１．８ ２６１．７ ４５３．１ ２７５．０ １１２．５
５０歳以上６０歳未満 ６０８．８ ３９６．０ ２２３．０ ５５５．２ ２５１．２ １１４．８
６０歳以上７０歳未満 ５３０．５ ４４０．１ １６７．８ １７８．１ １７８．８ ９８．６
７０歳以上 ２８５．８ ２７９．９ １４７．０ １０４．４ １１３．０ １０５．３

合計 ４５３．８ ３６６．２ ２３５．１ ３５１．５ ２４９．０ １０８．５

農村

２０歳未満 １８８．２ １８５．３ １６９．７ １６１．３ ２４２．０ １０８．３
２０歳以上３０歳未満 ２４６．１ ２４３．４ ２４６．７ ２０２．６ １５７．４ ９６．４
３０歳以上４０歳未満 ３１３．８ ２８９．５ ２２２．０ ２５４．５ ２０６．５ １０６．０
４０歳以上５０歳未満 ４１４．０ ２７１．２ １８９．４ ３４１．６ １９９．３ １０２．１
５０歳以上６０歳未満 ５０９．６ ２１７．０ ２３１．５ ３５３．７ １４５．４ ８９．１
６０歳以上７０歳未満 ２４３．６ ２０５．２ １３８．２ １１３．９ ３４５．５ ９６．９
７０歳以上 １７５．９ １９２．０ １４１．５ ８６．８ １１１．９ １０８．１

合計 ３２１．３ ２５６．２ ２１３．６ ２４２．０ １９７．８ ９９．７

（資料）２００５年サカナス個別結果表より計算。
（注） 単位：１００ルピア／１日。被雇用者の賃金率は，１日８時間労働と１ヵ月４週間と仮定した。
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図１は，各年齢階層別の都市農村別男女別平均被雇用者賃金率のプロファイ

ルを描いたものである。図１によれば，都市男子，農村男子，都市女子および

農村女子の順に平均賃金率が低くなっている点が観察される。ただし，６０歳以

上の年齢階層において，農村男子と都市女子の順位が逆転を示す。また。年齢

の増加とともに，各分類の平均賃金率が上昇を示し，５０歳以上６０歳未満の年齢

階層で，最高の水準を示し，その後，低下傾向を示す点が観察される。図１の

賃金率のパターンは，世界共通のプロファイルを描いているといえる。

図２は，自己雇用者平均賃金率のプロファイルを描いたものである。図２に

よれば，都市男子の自己雇用者平均賃金率は，６０歳以上７０歳未満の年齢階層ま

で上昇を示し，その後，低下を示す。他のグループの平均賃金率は，３０歳以上

４０歳未満の年齢階層まで微増し（農村男子と農村女子のそれは，３０歳以上４０歳

未満の年齢階層で低下を示すが），その後低下傾向を示す。なお，農村女子の

それは，６０歳以上７０歳未満の年齢階層で急増する特異値を示している。

図３は，臨時被雇用者平均賃金率のプロファイルを描いたものである。図３

によれば，都市部と農村部とで，平均賃金プロファイルに大きな違いが観察さ

れる。農村部の場合，男女間の差異と年齢間の差異とが，ほとんど観察されな

い点に比べて，都市部において，女性の賃金率が不規則な変動を示し，男子の

それは４０歳以上５０歳未満の年齢階層まで上昇し，その後低下をするという規則

的な変化を示している。

表４と図１，図２および図３との賃金率に対して，各家計の各個人はどのよ

うな労働供給行動を示すであろうか。

表５は，都市農村別，男女別，かつ年齢階層別に，３つの雇用形態について，

サカナス個別結果表より１ヵ月の平均労働日数を計算したものである(6)。表５

を一瞥する限り，都市農村別，男女別，かつ年齢階層別に各雇用形態による労

働日数の大きな特徴を見いだせない。強いて指摘するならば，臨時被雇用者の

平均労働時間が，都市農村別，男女別，かつ年齢階層別の他の雇用形態の平均

労働時間に比べて，小さくなっているといえる。

図４は，表５の観察を補うべく，表４と表５との各平均値すべてを用いて，

労働日数と賃金率との相関図を描いたものである。図４によれば，全体として
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労働日数と賃金率との間に正の相関が観察されるといえる。しかし，右上の部

分，すなわち，被雇用者のデータに対応している部分は，負の相関を示してい

るように感じられる。これらの散布図から想定できる労働供給反応は，全体と

して，右上がりの労働供給曲線を想定させるものであるが，右上の部分におい

て，後屈する労働の供給曲線を想定することが出来る。以上は，散布図の観察

からの想定であり，正確なものでない。小稿の課題は，より正確な労働供給反

応を明らかにすることである。以下，労働の供給関数を推定することによって，

課題に答える。

３．就業形態選択関数

サカナスの個別結果表の情報を用いて，労働供給反応の研究フロンティアの

分析をおこなえないことは，最初に述べた。しかし，サカナスの情報によるシ

ンプルな供給曲線の推定にも，研究フロンティアにおいて使用される分析用具

表５ 都市農村別男女別雇用形態別１ヵ月労働日数（２００５年，ジャワ島）

男 子 女 子

被雇用者
（１）

自己雇用者
（２）

臨時被雇用者
（３）

被雇用者
（４）

自己雇用者
（５）

臨時被雇用者
（６）

都市

２０歳未満 ２４．７ ２２．０ ２１．６ ２６．５ ２５．６ １７．９
２０歳以上３０歳未満 ２３．９ ２５．１ ２３．３ ２３．３ ２２．８ １７．０
３０歳以上４０歳未満 ２３．６ ２５．９ ２２．３ ２２．２ ２２．６ １６．４
４０歳以上５０歳未満 ２３．１ ２５．１ ２１．４ ２０．８ ２２．８ １７．７
５０歳以上６０歳未満 ２２．７ ２３．７ １９．６ ２２．０ ２０．９ １４．０
６０歳以上７０歳未満 ２２．３ ２０．１ １７．９ ２４．７ １９．４ １４．５
７０歳以上 ２６．５ １８．２ ２０．４ ２５．２ １７．８ １７．５

合計 ２３．６ ２４．９ ２１．７ ２３．０ ２２．０ １６．４

農村

２０歳未満 ２３．３ ２１．４ １９．９ ２４．７ １９．１ １７．８
２０歳以上３０歳未満 ２３．６ ２４．１ ２１．４ ２２．１ １９．９ １５．９
３０歳以上４０歳未満 ２２．９ ２３．９ ２１．４ ２０．３ ２１．０ １５．６
４０歳以上５０歳未満 ２２．２ ２２．８ ２０．８ ２０．２ ２０．５ １５．２
５０歳以上６０歳未満 ２１．２ ２２．１ １９．２ １７．７ １９．３ １４．６
６０歳以上７０歳未満 ２１．２ １９．２ １７．１ １６．４ １６．４ １４．０
７０歳以上 １３．２ １６．３ １６．８ ２３．０ １６．４ １４．０

合計 ２２．８ ２２．０ １６．４ ２１．４ １９．８ １５．２

（資料）２００５年サカナス個別結果表より計算。
（注） １日８時間労働，１ヵ月４週として計算した。
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を使用することは可能である。すなわち，未就業のサンプルによるサンプルセ

レクションバイアスの回避や，説明変数における識別問題の回避である。

最初に，被雇用，自己雇用，臨時被雇用，雇用，無償労働，および未就業の

６タイプの就業形態選択について多項ロジットモデルを推定する。

就業形態選択の多項ロジットモデルの説明変数に使用する賃金率は，就業形

態選択と同時決定になる。賃金率の推定値を使用することによって，この問題

を回避する。この場合 i番目のサンプルに対する j番目の就業形態の賃金率関

数として，次の関数を用いる。

Wij＝ΣhαhjZihj＋βj lnPrijPrij（Prij／（１－Prij））＋Σk≠jβklnPrik＋vij

ただし，j＝被雇用，自己雇用，臨時被雇用

k＝被雇用，自己雇用，臨時被雇用，雇用，無償労働，および未就業

Wj：j番目の就業形態の賃金率，Zh：h番目の操作変数，

Prij：i番目サンプルが j番目の就業形態をとる確率，

Prik：i番目のサンプルが k番目の就業形態をとる確率（k≠j），

v：確率誤差項，αhj，βj，βk：パラメータ。

賃金率関数の確率誤差項を除く，確率の説明変数の部分は，セレクションバ

イアスを調整する項である(7)。上記賃金率関数を推定するために，各サンプル

が被雇用，自己雇用，臨時被雇用，雇用，無償労働，および未就業の就業形態

を選択する確率が必要である。そこで，賃金率の代わりに賃金率関数の操作変

数を代入した就業形態選択関数を推定し，推定結果を用いて各サンプルの各就

業形態を選択する確率を推計する。そして，上記賃金率関数を推定する。推定

された賃金率関数を用いて，各サンプルの各就業形態別賃金率を推定する。そ

して，推定された賃金率を用いて，多項ロジットモデルによる就業形態選択関

数を推定する。

まず，賃金率関数の操作変数を賃金率の代わりに用いた多項ロジットモデル

による就業形態選択関数を，都市男子，都市女子，農村男子，および農村女子

の場合について推定した。推定結果は付表１に示すとおりである(8)。付表１に

よれば，都市男子の中部ジャワ州のダミー変数，農村女子の西ジャワ州とバン

テン州のダミー変数，および他の家族員の所得合計の説明変数を除いて，使用
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した変数はすべて有意水準１％で有意に就業形態選択の判別に貢献しているこ

とがわかる。なお，この就業形態選択モデルの推定結果は，賃金率関数の就業

形態選択確率を推定するためのものであるために，付表において，ステップ１

と記入した。また，使用した説明変数の値の加工は，筆者のインドネシアの社

会経済調査スサナスの分析の場合と同一である(9)。加えて，他の家族員の所得

合計は，家族の構成員の所得合計を計算し，これを各サンプルに配分し，サン

プルの所得との差として計算した。

付表１の推定結果を用い，各サンプルの就業形態選択の確率（１サンプルに

付き６個の確率）を推定し，被雇用者，自己雇用者，および臨時被雇用者の賃

金率関数を都市男子，都市女子，農村男子，および農村女子の場合について推

定した。推定結果は，付表２から付表５に示すとおりである。これらの表によ

れば，選んだ説明変数は，期待どおりに機能していることがわかる。したがっ

て，付表２から付表５に示す賃金率関数を用いて，すべてのサンプルについて

被雇用者，自己雇用者，および臨時被雇用者の賃金率を推定できる。

付表２から付表５に示す賃金率関数を用いて推定した賃金率を用い，多項ロ

ジットモデルによる就業形態選択関数を，都市男子，都市女子，農村男子，お

よび農村女子の４つの場合について推定した。推定結果は表６に示すとおりで

ある。この場合の推定結果にステップ２と表記した。推定結果によれば，４つ

の場合ともに，選んだ説明変数が，有効に，被雇用，自己雇用，臨時被雇用，

雇用，無償労働，および未就業の６タイプの就業形態判別に機能していること

がわかる。

表７は，都市男子の場合について，被雇用，自己雇用，臨時被雇用，雇用，

無償労働，および未就業の６タイプの就業形態選択に対する各説明変数の限界

効果を計算したものである。都市女子，農村男子，および農村女子の場合のそ

れらの限界効果の計算結果は，付表６から付表８の各表に示される。

都市男子の６タイプの就業形態選択に関する説明変数の限界効果を計算した

表７に注目すれば，次の点が観察される。被雇用の場合，被雇用者労働賃金率

の上昇は，マイナスの効果を持ち，他家族員所得合計の上昇もマイナスの効果

を示す。学歴の上昇とともに，被雇用を選択する確率が増加する点も示されて
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表
６

多
項
ロ
ジ
ッ
ト
モ
デ
ル
に
よ
る
就
業
形
態
選
択
関
数
の
推
定
結
果
（
ス
テ
ッ
プ
２
，
２０
０５
年
）

農
村

女
子

有
意
水
準

P＞
｜

z｜
（
１３
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．７
３８

０
．０
００

０
．４
８４

０
．０
３７

０
．７
２６

０
．０
０３

０
．５
４６

０
．０
５１

０
．３
９４

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

z－
値

（
１２
）

－
１６
．３
６０

２３
．５
１０

２３
．１
７０

０
．３
３０

－
７
．０
９０

０
．７
００

－
２
．０
９０

０
．３
５０

２
．９
７０

０
．６
００

１
．９
５０

－
０
．８
５０

－
１２
．０
９０

－
６
．７
２０

－
９
．１
００

係
数

（
１１
）

－
０
．０
０１

０
．０
０２

０
．０
３３

０
．０
０１

－
０
．０
０９

０
．０
１４

－
０
．０
４７

０
．０
１３

０
．１
６２

０
．０
８７

０
．１
６６

－
０
．１
０１

－
３
．７
６４

－
１
．８
５２

－
２
．１
７５

０
．４
４５

１
．２
２０

１
．７
００

２
．１
４５

３
．１
２４

２２
，７
００

０
．０
７７

男
子

有
意
水
準

P＞
｜

z｜
（
１０
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
８８

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
１２

０
．１
４４

０
．０
００

０
．０
２２

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

z－
値

（
９
）

５
．２
１０

－
３０
．７
５０

－
８
．９
８０

１
．７
１０

－
３２
．１
３０

－
５
．２
００

２
．５
２０

－
１
．４
６０

５
．９
７０

２
．３
００

７
．１
６０

４
．５
７０

－
８
．６
００

－
３
．７
００

－
７
．５
００

係
数

（
８
）

０
．０
００

－
０
．０
１３

－
０
．０
０４

０
．０
０２

－
０
．０
３１

－
０
．０
８７

０
．０
５３

－
０
．０
５４

０
．３
１３

０
．２
６０

０
．５
６５

０
．４
８２

－
２
．７
７６

－
１
．０
１５

－
１
．８
５３

－
６
．７
２４

－
５
．８
３５

－
５
．１
４４

－
３
．６
１７

－
３
．１
５０

２２
，６
３３

０
．１
１７

都
市

女
子

有
意
水
準

P＞
｜

z｜
（
７
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．５
４７

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

z－
値

（
６
）

－
１８
．６
００

１９
．４
７０

－
７
．１
５０

９
．３
４０

－
１１
．６
６０

８
．２
３０

－
８
．９
３０

－
４
．１
８０

－
４
．８
７０

－
０
．６
００

－
８
．３
７０

－
１３
．６
４０

－
１４
．２
８０

－
１６
．６
５０

－
２０
．９
７０

係
数

（
５
）

－
０
．０
０１

０
．０
０３

－
０
．０
０５

０
．０
１５

－
０
．０
１１

０
．１
６３

－
０
．１
９２

－
０
．１
９４

－
０
．２
５３

－
０
．０
６８

－
０
．４
６９

－
０
．９
９８

－
２
．３
８６

－
２
．１
１９

－
２
．２
７２

－
３
．１
８９

－
２
．７
５９

－
２
．６
３２

－
２
．４
４４

－
２
．１
９４

２３
，７
０１

０
．０
４９

男
子

有
意
水
準

P＞
｜

z｜
（
４
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

z－
値

（
３
）

４５
．１
７０

－
２０
．６
８０

－
１１
．６
１０

１０
．６
３０

－
３３
．３
２０

－
１６
．３
３０

２２
．８
３０

－
１０
．６
１０

－
１７
．２
９０

－
７
．４
９０

－
２６
．２
００

－
３４
．８
００

－
１８
．０
７０

－
２３
．５
９０

－
３６
．４
４０

係
数

（
１
）

０
．０
０２

－
０
．０
０４

－
０
．０
０４

０
．０
１７
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表
７

就
業
形
態
選
択
関
数
の
推
定
結
果
（
限
界
効
果
，
都
市
，
男
子
）

臨
時
被
雇
用
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
９
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．５
０８

０
．１
７７

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

未
就
業

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
１８
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

（
注
）
学
歴
ダ
ミ
ー
変
数
の
＊
印
は
，
ダ
ミ
ー
変
数
の
０
か
ら
１
へ
の
不
連
続
な
変
化
に
対
す
る
限
界
効
果
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

z－
値

（
８
）

－
１５
．０
２

１２
．８
１

９
．４
７

－
８
．７
８

１４
．４
４

１１
．５
３

－
１３
．２
４

１０
．０
１

０
．６
６

－
１
．３
５

－
６
．１
０

－
２０
．９
７

－
１９
．８
９

－
２０
．０
８

－
３２
．４
８

z－
値

（
１７
）

４３
．２
２

－
２０
．５
６

－
１１
．６
０

１０
．６
０

－
３２
．５
５

－
１６
．２
６

２２
．６
６

－
１１
．０
８

－
１９
．４
３

－
８
．９
６

－
３２
．３
２

－
５９
．０
５

－
５９
．６
５

－
５９
．７
０

－
８０
．８
７

限
界
効
果

dy
/d

x
（
７
）

－
０
．０
００
０２

０
．０
００
０５

０
．０
００
０５

－
０
．０
００
２０

０
．０
００
５

０
．０
０３
３

－
０
．０
０５
５

０
．０
０３
４

０
．０
００
５

－
０
．０
０２
４

－
０
．０
０７
９

－
０
．０
４４
３

－
０
．０
６６
９

－
０
．０
５９
３

－
０
．０
６８
７

限
界
効
果

dy
/d

x
（
１６
）

０
．０
００
４５

－
０
．０
０１
００

－
０
．０
０１
００

０
．０
０３
９１

－
０
．０
０９
９

－
０
．０
６３
５

０
．１
０５
４

－
０
．１
０７
４

－
０
．１
７９
１

－
０
．１
４６
４

－
０
．２
７２
４

－
０
．３
５８
１

－
０
．３
３０
４

－
０
．３
２７
５

－
０
．３
７１
７

自
己
雇
用
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
６
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

無
償
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
１５
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

z－
値

（
５
）

－
３０
．７
７

１８
．６
４

１１
．１
９

－
１０
．３
１

２６
．３
７

１５
．２
７

－
２０
．１
３

１１
．７
８

２３
．５
８

２０
．２
７

２５
．２
４

－
５
．４
４

－
９
．９
２

－
９
．１
８

－
２１
．８
９

z－
値

（
１４
）

１６
．９
４

－
１３
．６
０

－
９
．７
７

９
．２
０

－
１５
．９
４

－
１２
．１
２

１４
．１
８

－
８
．７
０

－
１２
．３
２

－
６
．３
０

－
１６
．０
１

－
１９
．０
８

－
１８
．８
３

－
１８
．８
６

－
２０
．０
４

限
界
効
果

dy
/d

x
（
４
）

－
０
．０
００
１２

０
．０
００
２６

０
．０
００
２６

－
０
．０
０１
０２

０
．０
０２
６

０
．０
１６
６

－
０
．０
２７
６

０
．０
２６
２

０
．０
３７
５

０
．０
２７
８

０
．０
４１
８

－
０
．０
２３
２

－
０
．０
８９
３

－
０
．０
６６
３

－
０
．０
９２
６

限
界
効
果

dy
/d

x
（
１３
）

０
．０
００
０１

－
０
．０
００
０３

－
０
．０
００
０３

０
．０
００
１２

－
０
．０
００
３

－
０
．０
０２
０

０
．０
０３
４

－
０
．０
０４
０

－
０
．０
０７
８

－
０
．０
０７
２

－
０
．０
１３
２

－
０
．０
２１
８

－
０
．０
２３
６

－
０
．０
２２
７

－
０
．０
２５
２

被
雇
用
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
３
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
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００
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．０
００
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００

０
．０
００
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００

０
．０
００
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００
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００
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００
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６

２０
．７
０
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２

－
１０
．６
６

３３
．６
２

１６
．３
４

－
２２
．８
８

１０
．０
９

１５
．８
２

６
．６
６

２４
．１
７

４１
．０
３

３１
．７
４

３３
．９
０

７１
．３
５

z－
値
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）

１３
．４
６

－
１１
．４
６

－
８
．８
３

８
．６
０

－
１２
．９
７

－
１０
．５
３

１１
．７
９

－
７
．６
８

－
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．６
４

－
５
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６

－
１８
．２
７

－
３２
．６
８

－
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５

－
３０
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９

－
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限
界
効
果
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/d
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）
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０
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０
．０
００
７８

０
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７８

－
０
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０６

０
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７

０
．０
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７

－
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５
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．０
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００
０３

－
０
．０
００
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．０
１０
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０
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４

－
０
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５

－
０
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５０
８

－
０
．１
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３３
３

w
ag

e0
3

w
ag

e0
4

w
ag

e0
5

oi
nc

om
e

um
ur

fn
n

fn
n_

10

de
du

01
＊

de
du

02
＊

de
du

03
＊

de
du

04
＊

de
du

05
＊

de
du

06
＊

de
du

07
＊

de
du

08
＊

w
ag

e0
3

w
ag

e0
4

w
ag

e0
5

oi
nc

om
e

um
ur

fn
n

fn
n_

10

de
du

01
＊

de
du

02
＊

de
du

03
＊

de
du

04
＊

de
du

05
＊

de
du

06
＊

de
du

07
＊

de
du

08
＊

被
雇
用
者
賃
金
率

自
己
雇
用
者
賃
金
率

臨
時
被
雇
用
者
賃
金
率

他
家
族
員
の
所
得
合
計

年
齢
家
族
員
数

１０
歳
未
満
家
族
員
数

学
歴
ダ
ミ
ー

小
学
校
卒
業

中
学
校
卒
業

職
業
中
学
卒
業

高
等
学
校
卒
業

職
業
高
等
学
校
卒
業

デ
ィ
プ
ロ
マ
Ⅰ
／
Ⅱ
終
了

デ
ィ
プ
ロ
マ
Ⅲ
終
了

大
学
卒
業

被
雇
用
者
賃
金
率

自
己
雇
用
者
賃
金
率

臨
時
被
雇
用
者
賃
金
率

家
族
の
労
働
所
得
合
計

年
齢
家
族
員
数

１０
歳
未
満
家
族
員
数

学
歴
ダ
ミ
ー

小
学
校
卒
業

中
学
校
卒
業
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／
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いる。自己雇用や臨時被雇用の場合，その賃金率の上昇は，これら就業形態の

選択にプラスの効果を持ち，他家族員所得合計の上昇はマイナスの効果を示す。

学歴の上昇は，これらの就業形態選択にマイナスとなっていることを計算結果

が示している。これらの観察結果は，妥当な結果であるといえる。雇用，無償

労働，および未就業の場合，実数値が入る説明変数の係数の符号が，被雇用，

自己雇用，および臨時被雇用の場合のそれらとすべて逆符号となっている。現

時点で，説明できない点であり，今後の課題である。雇用，無償労働，および

未就業の場合の学歴の係数が全てマイナスであり，学歴の上昇とともに，これ

ら３タイプの就業形態選択にマイナスの効果が増加することを示し，妥当な結

果であるといえる。なお，都市女子，農村男子，および農村女子の場合の６タ

イプの就業形態選択への説明変数の限界効果の計算結果についての検討は，紙

幅の関係で別の機会に譲る。

４．労働供給関数

表８は，都市男子の場合について，前節で推定した各賃金率や各就業形態選

択確率を用いて，被雇用，自己雇用，および臨時被雇用に関する労働供給関数

を推定した結果である。表８によれば，３タイプの労働供給に対して，それぞ

れの賃金率の係数はプラス符号を示し，右上がりの労働供給曲線を示している。

他家族員の所得合計の係数も，プラス符号を示しているが，自己雇用および臨

時被雇用の場合，それらの係数はゼロと有意差が認められない。年齢の係数は，

被雇用，自己雇用，および臨時被雇用の３タイプともに，マイナスの符号を示

し，年齢の上昇とともに，これらの就業に労働供給を減少させる傾向を有して

いるといえる。各学歴ダミーの係数は，被雇用の場合のみ，有意であるが，他

の就業形態において，ほとんどゼロと有意差が認められない。被雇用の場合，

学歴の上昇とともに，推定された係数は負の方向に大きくなり，学歴の上昇は，

被雇用労働供給を減少させる傾向を示している。

表９は，都市女子の場合について，表８の場合と同様に，被雇用，自己雇用，

および臨時被雇用に関する労働供給関数を推定した結果である。表９によれば，
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表
８

労
働
供
給
関
数
（
都
市
，
男
子
，
ジ
ャ
ワ
島
，
２０
０５
年
）

臨
時
被
雇
用
労
働

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
９
）

０
．８
２４

０
．３
３７

０
．０
００

０
．３
１４

０
．４
８７

０
．１
５７

０
．８
４６

０
．１
７０

０
．２
４６

０
．６
２６

０
．７
８３

０
．０
３２

０
．１
６１

０
．９
２６

０
．１
５５

０
．８
１８

０
．３
８６

０
．５
０９

０
．７
７９

０
．０
００

（
注
）
セ
ク
シ
ョ
ン
調
整
項
の
変
数
の
中
の

h
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

h＝
１
：
被
雇
用
者
，
２
：
自
己
雇
用
者
，
３
：
臨
時
被
雇
用
者

t－
値

（
８
）

０
．２
２

０
．９
６

－
５
．３
６

１
．０
１

－
０
．７
０

－
１
．４
２

－
０
．１
９

－
１
．３
７

－
１
．１
６

－
０
．４
９

－
０
．２
８

－
２
．１
５

－
１
．４
０

－
０
．０
９

１
．４
２

－
０
．２
３

０
．８
７

－
０
．６
６

－
０
．２
８

１０
．９
１

係
数

（
７
）

０
．０
００
８４

０
．０
４６
０９

－
０
．１
０２
９

０
．２
６０
８

－
０
．２
２２
６

－
０
．８
７５
２

－
０
．１
４４
０

－
２
．１
４１
３

－
１
．２
０５
７

－
０
．５
８６
５

－
１
．４
８５
２

－
８
．３
４１
５

－
４
．９
３９
９

－
０
．０
５８
７

１
．１
９６
３

－
０
．１
７５
１

０
．４
５０
６

－
０
．４
９２
８

－
０
．１
５２
５

２５
．３
９７
４

１
，５
７６

０
．０
２７

自
己
雇
用
労
働

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
６
）

０
．０
００

０
．５
７８

０
．０
００

０
．８
３０

０
．４
９１

０
．０
０３

０
．０
００

０
．８
６２

０
．６
０１

０
．０
４５

０
．０
８６

０
．０
６６

０
．０
００

０
．８
２７

０
．１
３１

０
．８
２９

０
．５
７６

０
．６
８４

０
．０
９９

０
．０
００

t－
値

（
５
）

８
．５
２

０
．５
６

－
６
．２
１

０
．２
１

０
．６
９

２
．９
４

３
．８
８

０
．１
７

０
．５
２

－
２
．０
１

－
１
．７
２

１
．８
４

－
３
．８
２

０
．２
２

１
．５
１

０
．２
２

０
．５
６

－
０
．４
１

１
．６
５

１７
．０
６

係
数

（
４
）

０
．０
１２
７１

０
．０
１２
１３

－
０
．０
９１
１

０
．０
４１
４

０
．１
５８
５

１
．５
５０
９

２
．３
０５
４

０
．１
７５
１

０
．３
５７
７

－
１
．６
９９
９

－
３
．５
４７
９

３
．１
６２
０

－
４
．９
１０
４

０
．１
１０
４

０
．８
４８
４

０
．１
７４
６

０
．２
３３
２

－
０
．２
１８
２

０
．６
１４
１

２５
．４
９７
３

３
，１
７８

０
．０
６７

被
雇
用
労
働

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
３
）

０
．０
４１

０
．０
００

０
．０
００

０
．３
９２

０
．０
２０

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
７８

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．３
７５

０
．５
３５

０
．７
８２

０
．０
６３

０
．０
６５

０
．０
３３

０
．０
００

t－
値

（
２
）

２
．０
４

３
．８
４

－
７
．９
１

－
０
．８
６

２
．３
２

－
３
．５
１

－
４
．３
０

－
１
．７
６

－
６
．９
３

－
７
．４
１

－
８
．９
５

－
８
．８
９

－
１０
．８
２

０
．８
９

０
．６
２

－
０
．２
８

－
１
．８
６

－
１
．８
４

－
２
．１
３

３１
．０
２

係
数 .

（
１
）

０
．０
００
３５

０
．０
２４
７４

－
０
．０
７３
２

－
０
．０
７０
５

０
．２
３１
５

－
１
．６
０３
８

－
２
．０
１７
４

－
１
．１
１５
５

－
３
．３
８８
７

－
４
．１
３７
７

－
６
．５
８７
１

－
５
．４
９０
２

－
６
．７
１６
０

０
．１
０６
３

０
．１
５１
７

－
０
．０
７２
４

－
０
．３
３５
０

－
０
．３
６８
６

－
０
．３
６０
１

２６
．１
１４
１

７
，０
３７

０
．０
５８

w
ag

e0
3

w
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w
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ln
pr

_h
12

ln
pr

_h
13

ln
pr

_h
14

ln
pr

_h
15

ln
pr

_h
16

_c
on

s

被
雇
用
者
賃
金
率

自
己
雇
用
者
賃
金
率

臨
時
被
雇
用
者
賃
金
率

他
家
族
員
の
所
得
合
計

年
齢
家
族
員
数

１０
歳
未
満
家
族
員
数

学
歴
ダ
ミ
ー

小
学
校
卒
業

中
学
校
卒
業

職
業
中
学
卒
業

高
等
学
校
卒
業

職
業
高
等
学
校
卒
業

デ
ィ
プ
ロ
マ
Ⅰ
／
Ⅱ
終
了

デ
ィ
プ
ロ
マ
Ⅲ
終
了

大
学
卒
業

セ
ク
シ
ョ
ン
調
整
項

被
雇
用
者

自
己
雇
用
者

臨
時
被
雇
用
者

雇
用
者

無
償
労
働
者

未
就
業
者

定
数
項

サ
ン
プ
ル
数

自
由
度
調
整
済
み
決
定
係
数
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表
９

労
働
供
給
関
数
（
都
市
，
女
子
，
ジ
ャ
ワ
島
，
２０
０５
年
）

臨
時
被
雇
用
労
働

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
９
）

０
．７
９７

０
．２
１９

０
．４
１１

０
．１
７６

０
．１
４７

０
．０
２７

０
．１
３８

０
．６
９４

０
．１
９２

０
．０
９３

０
．３
８９

０
．１
０１

０
．５
７２

０
．６
７７

０
．９
４７

０
．１
７８

０
．１
６４

（
注
）
セ
ク
シ
ョ
ン
調
整
項
の
変
数
の
中
の

h
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

h＝
１
：
被
雇
用
者
，
２
：
自
己
雇
用
者
，
３
：
臨
時
被
雇
用
者

t－
値

（
８
）

－
０
．２
６

１
．２
３

－
０
．８
２

－
１
．３
５

１
．４
５

２
．２
２

１
．４
９

０
．３
９

１
．３
１

１
．６
９

－
０
．８
６

－
１
．６
４

０
．５
７

０
．４
２

－
０
．０
７

１
．３
５

１
．３
９

係
数

（
７
）

－
０
．０
０４
６９

０
．１
０９
８３

－
０
．０
２５
１

－
０
．７
４９
８

０
．８
８７
７

１
．９
４４
１

１
．９
１１
７

１
．５
１４
９

２
．７
９６
０

４
．９
８７
９

－
５
．６
８７
７

－
６
．２
８７
５

０
．９
９８
１

０
．５
７９
２

－
０
．３
６９
９

５
．０
８０
３

２３
．８
３９
０

４９
１

０
．０
２６

自
己
雇
用
労
働

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
６
）

０
．０
１１

０
．０
２８

０
．１
２４

０
．８
２７

０
．５
５７

０
．０
０６

０
．０
００

０
．４
００

０
．０
５２

０
．３
２５

０
．５
５６

０
．７
１７

０
．１
４６

０
．２
７５

０
．６
５７

０
．５
９０

０
．７
７９

０
．２
３２

０
．６
７３

０
．０
０７

t－
値

（
５
）

２
．５
５

２
．２
０

－
１
．５
４

０
．２
２

－
０
．５
９

２
．７
３

３
．５
３

０
．８
４

１
．９
５

０
．９
９

０
．５
９

－
０
．３
６

－
１
．４
５

１
．０
９

－
０
．４
４

０
．５
４

０
．２
８

－
１
．１
９

０
．４
２

２
．６
９

係
数

（
４
）

０
．０
０５
５９

０
．０
８３
９１

－
０
．０
３９
３

０
．０
９５
９

－
０
．２
９８
７

２
．０
９３
６

３
．３
６１
０

１
．６
０７
２

２
．３
２９
３

１
．８
０８
２

３
．１
５５
８

－
１
．４
２２
８

－
５
．４
６２
３

２
．２
６７
４

－
０
．３
６２
２

０
．６
２３
５

０
．６
７６
７

－
２
．４
４３
６

１
．３
３１
８

２０
．３
４２
７

１
，４
２７

０
．０
２８

被
雇
用
労
働

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
３
）

０
．３
９８

０
．５
３７

０
．０
００

０
．０
０４

０
．０
００

０
．０
４０

０
．０
０９

０
．０
０６

０
．０
００

０
．０
０１

０
．０
０２

０
．０
４７

０
．０
０３

０
．０
５５

０
．０
８６

０
．９
１２

０
．０
００

０
．２
４４

０
．１
２５

０
．０
００

t－
値

（
２
）

０
．８
５

０
．６
２

－
６
．７
２

－
２
．９
２

４
．０
４

－
２
．０
５

－
２
．６
０

－
２
．７
７

－
５
．１
２

－
３
．２
３

－
３
．０
４

－
１
．９
９

－
３
．０
２

－
１
．９
２

－
１
．７
２

－
０
．１
１

－
４
．７
０

１
．１
７

１
．５
４

６
．１
２

係
数

（
１
）

０
．０
００
２５

０
．０
０５
７２

－
０
．０
８４
２

－
０
．４
２６
９

０
．６
４９
２

－
１
．１
１５
６

－
１
．４
５５
１

－
２
．８
５４
２

－
２
．９
５１
５

－
２
．３
１２
０

－
３
．８
１２
０

－
２
．２
４８
６

－
３
．４
０７
８

－
０
．４
２９
２

－
１
．３
４６
１

－
０
．０
８９
９

－
３
．０
６５
９

０
．３
３５
３

１
．０
２３
４

１４
．１
５３
６

３
，７
９９

０
．１
４８

w
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率
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年
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学
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業
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卒
業
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被雇用，および自己雇用の２タイプの労働供給に対して，それぞれの賃金率の

係数はプラス符号を示し，右上がりの労働供給曲線を示している。また，臨時

被雇用の場合，賃金率の係数の推定値の符号はマイナスとなるが，ゼロと有意

差が認められず，労働の供給関数となっていないといえる。年齢の係数は，被

雇用，自己雇用，および臨時被雇用の３タイプともに，マイナスの符号を示し，

年齢の上昇とともに，これらの就業に労働供給を減少させる傾向を有している

といえる。各学歴ダミーの係数は，被雇用の場合のみ，有意であるが，他の就

業形態において，ほとんどゼロと有意差が認められない。被雇用の場合，学歴

の上昇とともに，推定された係数は負の方向に大きくなり，学歴の上昇は，被

雇用労働供給を減少させる傾向を示している。この推定結果は，都市男子の場

合と同一である。

表１０は，農村男子の場合について，表８の場合と同様に，被雇用，自己雇用，

および臨時被雇用に関する労働供給関数を推定した結果である。表１０によれば，

被雇用，および臨時被雇用の２タイプの労働供給に対して，それぞれの賃金率

係数はマイナス符号を示すが，これらの係数の推定値はゼロと有意差が認めら

れず，労働の供給関数となっていないといえる。唯一，自己雇用の場合のみ，

賃金率の係数の推定値がプラス符号を持ち，ゼロと有意差が認められる。この

就業形態に対して，学歴の上昇は，負の効果を持つようである。

表１１は，農村女子の場合について，表８の場合と同様に，被雇用，自己雇用，

および臨時被雇用に関する労働供給関数を推定した結果である。表１１によれば，

被雇用，および自己雇用の２タイプの労働供給に対して，それぞれの賃金率の

係数はプラス符号を示し，右上がりの労働供給曲線を示している。また，臨時

被雇用の場合，賃金率の係数の推定値の符号はマイナスとなるが，ゼロと有意

差が認められず，労働の供給関数となっていないといえる。被雇用の就業形態

に対して，学歴の上昇は，負の効果を持ち，自己雇用の就業形態に対して，学

歴の上昇は，正の効果を持つようである。

ジャワ島家計の労働供給行動 －１０１－



表
１０

労
働
供
給
関
数
（
農
村
，
男
子
，
ジ
ャ
ワ
島
，
２０
０５
年
）

臨
時
被
雇
用
労
働

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
９
）

０
．５
１８

０
．２
９５

０
．１
４４

０
．０
００

０
．０
０１

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
０３

０
．０
００

０
．３
２５

０
．２
０８

０
．２
６７

０
．４
０３

０
．１
０３

０
．０
９３

０
．３
２７

０
．１
３４

０
．０
００

（
注
）
セ
ク
シ
ョ
ン
調
整
項
の
変
数
の
中
の

h
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

h＝
１
：
被
雇
用
者
，
２
：
自
己
雇
用
者
，
３
：
臨
時
被
雇
用
者

t－
値

（
８
）

－
０
．６
５

１
．０
５

－
１
．４
６

３
．６
０

－
３
．４
１

４
．２
３

５
．３
６

２
．９
５

４
．２
６

０
．９
８

－
１
．２
６

－
１
．１
１

０
．８
４

１
．６
３

－
１
．６
８

０
．９
８

１
．５
０

６
．９
３

係
数

（
７
）

－
０
．０
０３
１５

０
．０
４６
２２

－
０
．０
２６
２

０
．５
８９
８

－
０
．７
２２
３

１
．５
１２
１

２
．５
２９
５

３
．８
５２
４

３
．７
５６
０

１
．１
２６
３

－
１２
．７
７０
７

－
０
．５
７２
２

０
．４
０８
０

０
．４
５５
１

－
３
．３
９１
２

０
．３
７６
３

０
．６
８４
４

２０
．３
１９
９

２
，８
４９

０
．０
３２

自
己
雇
用
労
働

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
６
）

０
．０
００

０
．８
２８

０
．０
４６

０
．４
４９

０
．４
１４

０
．０
１８

０
．４
９７

０
．６
７０

０
．０
２２

０
．０
０１

０
．５
７６

０
．３
２５

０
．８
９２

０
．４
２８

０
．１
１１

０
．２
４８

０
．２
４７

０
．０
０４

０
．０
２２

０
．０
００

t－
値

（
５
）

４
．８
０

－
０
．２
２

－
２
．０
０

０
．７
６

０
．８
２

２
．３
７

－
０
．６
８

－
０
．４
３

－
２
．２
９

－
３
．２
５

－
０
．５
６

－
０
．９
８

０
．１
４

０
．７
９

－
１
．６
０

－
１
．１
６

１
．１
６

２
．９
０

２
．３
０

４
．８
４

係
数

（
４
）

０
．０
４６
３８

－
０
．０
０３
０３

－
０
．０
３９
５

０
．１
５２
５

０
．１
９９
８

１
．２
１５
０

－
０
．４
７１
３

－
０
．５
９９
９

－
２
．２
５０
５

－
４
．１
３１
２

－
３
．１
４８
１

－
３
．６
７３
６

０
．５
５５
９

０
．４
６８
７

－
０
．６
０７
７

－
０
．６
２８
６

１
．７
９０
７

１
．４
８９
５

１
．３
９２
４

１６
．０
４６
６

２
，５
５２

０
．０
３９

被
雇
用
労
働

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
３
）

０
．２
６４

０
．８
８０

０
．０
４７

０
．１
７３

０
．１
９２

０
．４
０５

０
．０
３３

０
．８
８９

０
．４
８３

０
．７
７３

０
．３
３８

０
．３
４７

０
．６
６６

０
．６
４２

０
．２
８９

０
．６
０１

０
．３
４０

０
．３
１６

０
．４
２７

０
．０
００

t－
値

（
２
）

－
１
．１
２

－
０
．１
５

－
１
．９
９

１
．３
６

－
１
．３
０

０
．８
３

２
．１
４

－
０
．１
４

０
．７
０

－
０
．２
９

－
０
．９
６

－
０
．９
４

－
０
．４
３

－
０
．４
６

１
．０
６

０
．５
２

－
０
．９
６

１
．０
０

０
．７
９

１６
．４
０

係
数

（
１
）

－
０
．０
００
５３

－
０
．０
０２
８３

－
０
．０
３４
９

０
．２
００
３

－
０
．２
３６
７

０
．３
９９
７

１
．１
８３
１

－
０
．１
３０
３

０
．４
５０
９

－
０
．２
０８
９

－
１
．７
１０
７

－
１
．２
４５
６

－
０
．６
７０
３

－
０
．１
０６
２

０
．３
９７
２

０
．１
８２
１

－
０
．５
５３
７

０
．３
６８
０

０
．２
５４
３

２５
．６
４２
６

２
，７
３７

０
．０
７１

w
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12
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_h
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pr

_h
14
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pr

_h
15

ln
pr

_h
16

_c
on

s

被
雇
用
者
賃
金
率

自
己
雇
用
者
賃
金
率

臨
時
被
雇
用
者
賃
金
率

他
家
族
員
の
所
得
合
計

年
齢
家
族
員
数

１０
歳
未
満
家
族
員
数

学
歴
ダ
ミ
ー

小
学
校
卒
業

中
学
校
卒
業

職
業
中
学
卒
業

高
等
学
校
卒
業

職
業
高
等
学
校
卒
業

デ
ィ
プ
ロ
マ
Ⅰ
／
Ⅱ
終
了

デ
ィ
プ
ロ
マ
Ⅲ
終
了

大
学
卒
業

セ
ク
シ
ョ
ン
調
整
項

被
雇
用
者

自
己
雇
用
者

臨
時
被
雇
用
者

雇
用
者

無
償
労
働
者

未
就
業
者

定
数
項

サ
ン
プ
ル
数

自
由
度
調
整
済
み
決
定
係
数
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表
１１

労
働
供
給
関
数
（
農
村
，
女
子
，
ジ
ャ
ワ
島
，
２０
０５
年
）

臨
時
被
雇
用
労
働

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
９
）

０
．０
８４

０
．０
２４

０
．３
１０

０
．９
０５

０
．７
４９

０
．０
０７

０
．０
０１

０
．９
７７

０
．７
８３

０
．１
９０

０
．３
０６

０
．０
９３

０
．０
３５

０
．１
２７

０
．２
４２

０
．５
９８

０
．０
００

（
注
）
セ
ク
シ
ョ
ン
調
整
項
の
変
数
の
中
の

h
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

h＝
１
：
被
雇
用
者
，
２
：
自
己
雇
用
者
，
３
：
臨
時
被
雇
用
者

t－
値

（
８
）

－
１
．７
３

２
．２
６

－
１
．０
１

０
．１
２

０
．３
２

２
．７
０

３
．３
５

０
．０
３

－
０
．２
７

１
．３
１

－
１
．０
２

－
１
．６
８

２
．１
１

－
１
．５
３

１
．１
７

－
０
．５
３

４
．９
９

係
数

（
７
）

－
０
．０
５０
５０

０
．１
３９
１２

－
０
．０
１８
０

０
．０
３４
３

０
．１
０８
３

１
．２
３１
３

３
．０
２２
５

０
．１
０５
０

－
０
．８
６２
２

３
．４
８７
９

－
０
．６
４７
３

－
１
．３
９１
８

１
．２
０３
６

－
３
．３
３７
３

３
．３
４４
８

－
０
．４
５３
９

１８
．５
８８
４

１
，１
５２

０
．０
４０

自
己
雇
用
労
働

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
６
）

０
．６
６４

０
．０
６６

０
．２
５４

０
．３
３３

０
．５
９０

０
．０
０１

０
．０
７９

０
．９
０７

０
．０
０７

０
．０
６８

０
．０
０３

０
．２
０８

０
．３
４３

０
．６
２３

０
．４
５７

０
．４
９９

０
．３
９５

０
．５
０２

０
．３
７５

０
．０
００

t－
値

（
５
）

０
．４
３

１
．８
４

－
１
．１
４

－
０
．９
７

０
．５
４

３
．３
８

１
．７
６

０
．１
２

２
．６
８

１
．８
２

２
．９
５

１
．２
６

０
．９
５

０
．４
９

－
０
．７
４

－
０
．６
８

０
．８
５

０
．６
７

－
０
．８
９

６
．３
６

係
数

（
４
）

０
．０
０１
１８

０
．０
５１
５９

－
０
．０
３０
３

－
０
．４
２６
６

０
．２
６２
４

２
．４
７６
２

２
．０
８５
７

０
．３
３６
３

４
．９
９７
９

４
．９
１１
２

３１
．３
０８
９

６
．５
７７
９

６
．５
３７
０

０
．３
９４
５

－
０
．６
０３
３

－
０
．８
３６
３

２
．４
２６
７

２
．３
３９
２

－
１
．０
６６
５

２３
．１
３９
４

１
，１
７３

０
．０
２７

被
雇
用
労
働

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
３
）

０
．２
８２

０
．４
０２

０
．０
００

０
．１
６２

０
．０
１１

０
．６
７４

０
．５
５８

０
．８
１６

０
．０
３６

０
．０
００

０
．０
６２

０
．２
６８

０
．０
７１

０
．６
４６

０
．９
００

０
．２
４９

０
．３
９２

０
．５
２９

０
．３
８０

０
．０
００

t－
値

（
２
）

１
．０
８

－
０
．８
４

－
４
．５
１

－
１
．４
０

２
．５
５

－
０
．４
２

－
０
．５
９

０
．２
３

－
２
．１
０

－
３
．６
０

－
１
．８
７

－
１
．１
１

－
１
．８
１

０
．４
６

０
．１
３

－
１
．１
５

－
０
．８
６

０
．６
３

０
．８
８

１１
．６
３

係
数

（
１
）

０
．０
００
８８

－
０
．０
２４
４０

－
０
．１
２１
２

－
０
．３
７７
８

０
．７
５２
０

－
０
．３
１１
６

－
０
．４
９３
４

０
．３
９９
６

－
１
．９
３８
８

－
３
．８
４１
８

－
５
．２
６５
９

－
２
．３
７９
２

－
３
．９
９５
１

０
．２
０２
１

０
．１
１８
０

－
１
．０
１８
６

－
０
．７
９８
６

０
．６
８０
９

０
．７
６４
４

２２
．９
５１
９

１
，２
５５

０
．１
１０

w
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５．むすび

２００５年のインドネシア国家労働力調査サカナスの個別結果表を用いて，ジャ

ワ島家計の労働供給行動を数量的に明らかにすることを試みた。

サカナスの個別結果表より，被雇用，自己雇用，臨時被雇用，雇用，無償労

働，および未就業の６タイプの就業形態の選択に関係する情報を，各サンプル

について得ることができ，これら６タイプの就業形態選択に，都市農村，男女，

年齢，学歴といった条件が関与していることが，個別結果表を集計した記述統

計より判明した。

都市男子，都市女子，農村男子，および農村女子の場合について，被雇用，

自己雇用，臨時被雇用，雇用，無償労働，および未就業の６タイプの就業形態

選択関数を多項ロジットモデルによって推定した。この場合，識別性の問題と

サンプルセレクションバイアスの問題の回避のための手段を採用した。

都市男子，都市女子，農村男子，および農村女子の場合について，推定され

た就業形態選択関数を用いて，説明変数の就業形態選択のための限界効果を計

算した。計算された限界効果は，妥当な結果である場合もあるが，そうでない

場合も存在した。奇異に感じられる結果の原因究明が，今後の課題である。

就業形態選択関数推定に必要な情報と，推定結果より得られる情報とを用い

て，都市男子，都市女子，農村男子，および農村女子の場合について，被雇用，

自己雇用，および臨時被雇用の３タイプの労働供給関数の推定をおこなった。

推定結果は経済理論から，妥当な結果もあったし，そうでない場合も散見され

た。妥当でない結果が得られたケースの原因解明は，今後の課題である。

労働供給関数の推定結果を，各国の計測結果と比較する作業も今後の課題で

ある。

注

＊：小稿は，2008年度日本学術振興会科学研究費「疑似パネルデータ利用によるイン
ドネシア農家家計の貧困要因に関する数量的研究」（課題番号：18580236，研究代表
者：新谷正彦）における研究成果の一部である。また，小稿における記述統計の計
算および回帰計算は，すべて Stataソフトウエアを用いておこなわれた。
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(1) 労働の供給関数のサーベイ論文として，少し古いが，Heckman（1978），と Pencavel
（1986）とがある。また，近年の研究フロンティアの論文名は，黒田・山本（2007）
の引用文献を参照されたい。Heackman, James J., “A Partial Survey of Recent Research
on The Labor Supply of Woman”, American Economic Review, Vol.68, No.2, 1978,
pp.200‐207. Pencavel, Jhon, “Labor Supply of Men : A Survey”, in Orley C. Ashenfelter
and Richard Layard eds., Hand Book of Labor Economics, Vol.1, Elsevier Science Pub-
lishing Company, 1986, pp.2‐102. 黒田祥子，山本勲「人々は賃金の変化に応じて労
働供給をどの程度変えるのか？：労働供給弾性値の概念整理とわが国のデータを
用いた推計」『金融研究』，第26巻，第2号，2007年，1‐40ページ。

(2) インドネシアの社会経済調査スサナスにも同様の調査項目が存在する。スサナス
を用いた分析も，近い将来試み，分析結果を比較し，より深い分析をおこなう予
定である。

(3) 個人の調査対象は10歳以上であるが，集計は15歳以上でおこなわれている。
(4) 筆者は，現在，インドネシアの社会経済調査スサナスの個別結果を用いた分析を
続行中であるが，インドネシア国家統計局で，社会経済調査スサナスの個別結果
を購入の際，インドネシアの労働力調査サカナスの個別結果表を，研究用に安価
な価格で購入可能であることを知った。試みに，2005年11月調査の結果表を購入
した。今回の分析は，それを使用したものであり，賃金率等の情報を得るために
作表をおこなっていたが，小稿は，それに加えて，労働の供給行動の分析を試み
た結果である。なお，2005年10月は多くの調査が重さなったために，労働力調査
は11月におこなわれた。

(5) 被雇用者の賃金率は，付録に示される調査票の質問12の給与または賃金の現金と
現物の評価額との和を質問9の労働時間で除して推定した。この場合，1日8時間労
働と1ヵ月4週間とを仮定した。自己雇用者と臨時雇用者の賃金率は，質問11aと質
問11bとから推定された。この場合，非労働所得が含まれているが，無視した。

(6) 付録に示される調査票の質問6bの労働時間を用いて推定した。この場合，1日8時
間労働と1ヵ月4週間とを仮定した。

(7) この方法は黒田・山本（2008）および Dubin and McFadden（1984）によった。黒
田祥子，山本勲「異時点間の労働供給弾性値（Frish弾性値）の計測」『三田商学研
究』，第51巻，第2号，2008年，77‐92ページ。Dubin, Jeffery A., and McFadden, Daniel
I., “An Econometric Analysis of Residual Electronic Appliance Holdings and Consump-
tion”, Econometrica , Vol.52, No.2, 1984, pp.345‐362.

(8) 説明変数にアルファベットの変数名がついている。これは，表において不要であ
るが，数値計算上，プログラムを動かした結果を見るうえで，筆者にとって便利
であるために付けた。他の表においても同様である。

(9) 例えば，筆者の前稿（2007）を参照されたい。新谷正彦「インドネシアにおける
所得格差の要因としての教育効果の分析：再論」『西南学院大学経済学論集』，第42
巻，第3号，2007年，133‐178ページ。
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．６
００

－
１
．１
９０

－
０
．２
３０

２
．１
９０

－
１
．９
４０

－
０
．３
００

２
．０
９０

－
１
．１
６０

－
１
．５
８０

１
．４
７０

係
数

（
７
）

１
．３
１５

－
０
．０
２９

１１
１
．０
４１

５７
．４
１９

１２
．５
６３

－
２４
．２
７３

－
１２
．７
１４

４１
．８
６５

－
４９
．０
５８

－
６
．２
９９

３５
．９
５０

－
２２
．７
４５

－
２９
．３
９３

１０
６
．９
５６

１
，５
７６

０
．０
６６

自
己
雇
用
者

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
６
）

０
．０
３２

０
．０
１８

０
．５
３２

０
．２
１８

０
．０
１４

０
．０
１５

０
．０
７０

０
．１
０５

０
．６
８４

０
．７
３４

０
．５
３３

０
．４
０４

０
．０
００

０
．０
９１

t－
値

（
５
）

－
２
．１
５

２
．３
７

０
．６
３

－
１
．２
３

－
２
．４
７

－
２
．４
４

－
１
．８
１

１
．６
２

－
０
．４
１

－
０
．３
４

０
．６
２

－
０
．８
４

－
３
．５
６

１
．６
９

係
数

（
４
）

－
１３
．４
５６

０
．２
６２

４３
．９
８３

－
８４
．５
７２

－
１７
９
．９
３４

－
１７
０
．８
３７

－
１５
７
．７
２４

１１
１
．３
３９

－
２７
．８
７０

－
２４
．０
１５

４１
．４
２０

－
３７
．６
５６

－
１３
０
．０
５０

３０
４
．０
８４

３
，１
７８

０
．０
３８

被
雇
用
者

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
３
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．７
２８

０
．８
４５

０
．０
００

０
．０
００

０
．５
９２

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．６
４１

０
．０
３２

０
．０
００

０
．０
００

t－
値

（
２
）

－
１２
．１
２

１１
．４
７

－
０
．３
５

－
０
．２

－
５
．３
４

－
４
．７
５

－
０
．５
４

９
．３
９

－
４
．６
３

－
６
．１
１

０
．４
７

－
２
．１
４

－
４
．８
３

３
．７
２

係
数

（
１
）

－
９１
．３
０１

１
．７
２４

－
２４
．６
８９

－
１４
．１
５９

－
４０
１
．０
０３

－
３４
５
．４
３８

－
５０
．６
５９

３２
１
．５
０６

－
３１
９
．３
５１

－
４７
１
．６
０９

２６
．１
３６

－
１４
７
．８
３２

－
２７
４
．３
８５

８４
４
．２
２８

７
，０
３７

０
．２
３４

ye
xp

ye
xp

2

ds
t1

ds
t2

ds
t3

ds
t5

ds
t6

ln
pr

_k
1

ln
pr

_k
2

ln
pr

_k
3

ln
pr

_k
4

ln
pr

_k
5

ln
pr

_k
6

co
ns

ta
nt

経
験
年
数

経
験
年
数
の
自
乗

州
ダ
ミ
ー

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州

西
ジ
ャ
ワ
州

中
部
ジ
ャ
ワ
州

東
ジ
ャ
ワ
州

バ
ン
テ
ン
州

セ
ク
シ
ョ
ン
調
整
項

被
雇
用
者

自
己
雇
用
者

臨
時
雇
用
者

雇
用
者

無
償
労
働
者

未
就
業
者

定
数
項

サ
ン
プ
ル
数

自
由
度
調
整
済
み
決
定
係
数

ジャワ島家計の労働供給行動 －１０７－



付
表
３

賃
金
率
関
数
（
都
市
，
女
子
，
２０
０５
年
）

臨
時
被
雇
用
者

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
９
）

０
．１
１９

０
．０
７１

０
．０
００

０
．１
７９

０
．１
９３

０
．２
５９

０
．６
９２

０
．０
８５

０
．６
１２

０
．２
０８

０
．８
６０

０
．７
８５

０
．９
２７

０
．０
０２

（
注
）
セ
ク
シ
ョ
ン
調
整
項
の
変
数
の
中
の

k
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

k＝
１
：
被
雇
用
者
，
２
：
自
己
雇
用
者
，
３
：
臨
時
被
雇
用
者

t－
値

（
８
）

－
１
．５
６０

１
．８
１０

３
．５
７０

１
．３
５０

－
１
．３
００

－
１
．１
３０

－
０
．４
００

１
．７
２０

０
．５
１０

１
．２
６０

－
０
．１
８０

－
０
．２
７０

０
．０
９０

３
．０
６０

係
数

（
７
）

－
１
．４
７９

０
．０
２７

５６
．５
２１

２１
．８
６０

－
１５
．３
０１

－
１３
．３
３９

－
２６
．５
０６

２２
．０
０２

８
．３
４７

１１
．３
５９

－
３
．９
２６

－
４
．５
２３

４
．６
６０

２３
０
．２
３９ ４９
１

０
．０
７０

自
己
雇
用
者

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
６
）

０
．２
８１

０
．２
２６

０
．０
００

０
．０
００

０
．３
５５

０
．２
０４

０
．０
０６

０
．０
０９

０
．０
１９

０
．６
４８

０
．４
１９

０
．０
０５

０
．０
９２

０
．６
０４

t－
値

（
５
）

－
１
．０
８

１
．２
１

６
．１
４

３
．９
３

０
．９
２

１
．２
７

２
．７
７

２
．６
１

２
．３
６

０
．４
６

－
０
．８
１

－
２
．８
２

－
１
．６
９

０
．５
２

係
数

（
４
）

－
５
．９
１９

０
．１
０５

４０
５
．７
５０

２９
４
．８
８８

４９
．２
９８

７０
．１
６１

３１
３
．９
２９

１６
５
．８
９７

９７
．５
３７

３６
．７
５０

－
８６
．４
４８

－
２２
０
．９
５９

－
１７
９
．５
６１

１８
７
．７
９８

１
，４
２７

０
．０
６５

被
雇
用
者

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
３
）

０
．３
１３

０
．１
９８

０
．０
００

０
．０
００

０
．１
４２

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．５
４６

０
．９
０５

０
．０
８０

０
．１
２７

０
．０
００

０
．０
５１

t－
値

（
２
）

１
．０
１

－
１
．２
９

１４
．０
９

１２
．４

１
．４
７

４
．７
７

８
．５
８

１１
．６
３
０
．６

－
０
．１
２

－
１
．７
５

－
１
．５
３

－
６
．９
６

１
．９
５

係
数

（
１
）

５
．３
３４

－
０
．１
５４

１０
９１
．６
４９

１０
４８
．２
９５

１１
３
．７
３５

３６
４
．９
８８

９４
５
．２
０８

３３
２
．８
４７

９２
．６
８３

－
１８
．２
３８

－
２０
７
．２
３７

－
１０
３
．７
１０

－
５５
１
．９
６４

７７
０
．３
８１

３
，７
９９

０
．２
７３

ye
xp

ye
xp

2

ds
t1

ds
t2

ds
t3

ds
t5

ds
t6

ln
pr

_k
1

ln
pr

_k
2

ln
pr

_k
3

ln
pr

_k
4

ln
pr

_k
5

ln
pr

_k
6

co
ns

ta
nt

経
験
年
数

経
験
年
数
の
自
乗

州
ダ
ミ
ー

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州

西
ジ
ャ
ワ
州

中
部
ジ
ャ
ワ
州

東
ジ
ャ
ワ
州

バ
ン
テ
ン
州

セ
ク
シ
ョ
ン
調
整
項

被
雇
用
者

自
己
雇
用
者

臨
時
雇
用
者

雇
用
者

無
償
労
働
者

未
就
業
者

定
数
項

サ
ン
プ
ル
数

自
由
度
調
整
済
み
決
定
係
数

－１０８－ ジャワ島家計の労働供給行動



付
表
４

賃
金
率
関
数
（
農
村
，
男
子
，
２０
０５
年
）

臨
時
被
雇
用
者

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
９
）

０
．１
５８

０
．２
４３

０
．６
１０

０
．６
７４

０
．３
１５

０
．８
１０

０
．０
８２

０
．８
４５

０
．８
１９

０
．９
３２

０
．４
９０

０
．７
２１

０
．０
２６

（
注
）
セ
ク
シ
ョ
ン
調
整
項
の
変
数
の
中
の

k
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

k＝
１
：
被
雇
用
者
，
２
：
自
己
雇
用
者
，
３
：
臨
時
被
雇
用
者

t－
値

（
８
）

－
１
．４
１０

１
．１
７０

０
．５
１０

０
．４
２０

１
．０
１０

０
．２
４０

１
．７
４０

０
．２
００

－
０
．２
３０

－
０
．０
８０

０
．６
９０

０
．３
６０

２
．２
３０

係
数

（
７
）

－
１１
．０
７６

０
．１
３９

３３
．５
７３

２７
．５
５３

６５
．４
３５

２２
．７
９２

８０
．４
７３

１４
．８
２７

－
１１
．０
０２

－
３
．７
７４

２８
．１
０４

２２
．４
１６

５５
６
．４
４０

２
，８
４９

－
０
．０
０１

自
己
雇
用
者

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
６
）

０
．０
５８

０
．０
９８

０
．５
３９

０
．４
８２

０
．２
０９

０
．４
１２

０
．３
２６

０
．６
８９

０
．４
１６

０
．９
３８

０
．０
４７

０
．６
９３

０
．０
５０

t－
値

（
５
）

－
１
．９
０

１
．６
６

０
．６
１

０
．７
０

１
．２
６

０
．８
２

０
．９
８

０
．４
０

０
．８
１

－
０
．０
８

－
１
．９
９

０
．４
０

１
．９
６

係
数

（
４
）

－
１２
．０
５８

０
．１
６２

４４
．５
９８

５２
．１
９０

９３
．１
１６

７０
．８
７１

４１
．２
３０

１４
．０
１８

４１
．８
５６

－
２
．８
９５

－
７０
．３
３７

１５
．５
７７

３９
４
．４
８６

２
，５
５２

０
．０
０４

被
雇
用
者

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
３
）

０
．１
８０

０
．２
１７

０
．１
７０

０
．０
０９

０
．０
２８

０
．０
０５

０
．０
１５

０
．０
００

０
．０
６６

０
．７
０６

０
．０
０２

０
．０
００

０
．９
６７

t－
値

（
２
）

－
１
．３
４

１
．２
３

１
．３
７

２
．６
３
２
．２
２
．８

２
．４
４

－
３
．５
８

－
１
．８
４

０
．３
８

－
３
．１

－
４
．０
１

０
．０
４

係
数

（
１
）

－
１０
．６
５０

０
．１
７６

１０
５
．３
４３

１９
２
．２
８６

１６
２
．４
５３

２９
３
．７
４９

１０
２
．４
１１

－
２３
１
．８
４８

－
１１
９
．５
８７

１８
．５
４７

－
２０
８
．７
１３

－
２３
８
．８
５４

１１
．６
８１

２
，７
３７

０
．３
１０

ye
xp

ye
xp

2

ds
t1

ds
t2

ds
t3

ds
t5

ds
t6

ln
pr

_k
1

ln
pr

_k
2

ln
pr

_k
3

ln
pr

_k
4

ln
pr

_k
5

ln
pr

_k
6

co
ns

ta
nt

経
験
年
数

経
験
年
数
の
自
乗

州
ダ
ミ
ー

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州

西
ジ
ャ
ワ
州

中
部
ジ
ャ
ワ
州

東
ジ
ャ
ワ
州

バ
ン
テ
ン
州

セ
ク
シ
ョ
ン
調
整
項

被
雇
用
者

自
己
雇
用
者

臨
時
雇
用
者

雇
用
者

無
償
労
働
者

未
就
業
者

定
数
項

サ
ン
プ
ル
数

自
由
度
調
整
済
み
決
定
係
数

ジャワ島家計の労働供給行動 －１０９－



付
表
５

賃
金
率
関
数
（
農
村
，
女
子
，
２０
０５
年
）

臨
時
被
雇
用
者

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
９
）

０
．４
３７

０
．５
０７

０
．０
１９

０
．０
２５

０
．２
０８

０
．０
４７

０
．８
５０

０
．８
３８

０
．３
０７

０
．７
９４

０
．３
５８

０
．５
３４

０
．０
０２

（
注
）
セ
ク
シ
ョ
ン
調
整
項
の
変
数
の
中
の

k
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

k＝
１
：
被
雇
用
者
，
２
：
自
己
雇
用
者
，
３
：
臨
時
被
雇
用
者

t－
値

（
８
）

－
０
．７
８０

０
．６
６０

２
．３
５０

２
．２
４０

１
．２
６０

１
．９
９０

０
．１
９０

－
０
．２
００

１
．０
２０

０
．２
６０

－
０
．９
２０

０
．６
２０

３
．０
９０

係
数

（
７
）

－
０
．９
４２

０
．０
１１

３２
．０
５６

２１
．６
６４

１２
．５
３０

３３
．６
００

１
．７
７６

－
２
．１
８６

５
．７
６９

２
．３
７１

－
１０
．７
１５

４
．３
７６

１２
０
．４
３４

１
，１
５２

０
．０
０３

自
己
雇
用
者

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
６
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
７０

０
．３
４９

０
．０
００

０
．０
０１

０
．１
２１

０
．０
０８

０
．０
４４

０
．０
００

０
．０
０４

０
．０
００

t－
値

（
５
）

１３
．６
８

－
１３
．４
３

－
６
．７
２

－
１
．８
１

－
０
．９
４

－
４
．９
４

－
３
．２
５

－
１
．５
５

－
２
．６
６

－
２
．０
２

－
７
．９
７

２
．９
１

－
１６
．２
２

係
数

（
４
）

７６
．９
７６

－
１
．０
６７

－
５７
０
．５
１３

－
１２
２
．２
５３

－
６４
．７
６２

－
５４
６
．８
７７

－
１６
３
．６
４１

－
６１
．６
７１

－
１８
１
．６
９８

－
１３
１
．１
７８

－
５５
２
．７
５３

１２
９
．６
６４

－
２７
１６
．４
０ ３

１
，１
７３

０
．３
７０

被
雇
用
者

有
意
水
準

P＞
｜

t｜
（
３
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
６５

０
．０
３３

０
．０
００

０
．０
２４

０
．０
０１

０
．０
００

０
．０
０７

０
．４
６５

０
．０
００

０
．１
６０

t－
値

（
２
）

４
．２
４

－
４
．８

３
．５
７

１
．８
４

２
．１
３

３
．９
８

２
．２
６

３
．４
３

－
４
．２
２

－
２
．６
９

０
．７
３

－
３
．７
３

１
．４
１

係
数

（
１
）

２４
．２
８７

－
０
．５
２１

３３
９
．１
１６

１４
２
．３
１４

１６
６
．１
１７

５０
３
．９
９５

８１
．５
９５

２８
６
．２
３３

－
３６
９
．３
３０

－
１８
０
．０
５８

４５
．４
６４

－
２６
２
．８
８６

２２
９
．２
８３

１
，２
５５

０
．４
３３

ye
xp

ye
xp

2

ds
t1

ds
t2

ds
t3

ds
t5

ds
t6

ln
pr

_k
1

ln
pr

_k
2

ln
pr

_k
3

ln
pr

_k
4

ln
pr

_k
5

ln
pr

_k
6

co
ns

ta
nt

経
験
年
数

経
験
年
数
の
自
乗

州
ダ
ミ
ー

ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州

西
ジ
ャ
ワ
州

中
部
ジ
ャ
ワ
州

東
ジ
ャ
ワ
州

バ
ン
テ
ン
州

セ
ク
シ
ョ
ン
調
整
項

被
雇
用
者

自
己
雇
用
者

臨
時
雇
用
者

雇
用
者

無
償
労
働
者

未
就
業
者

定
数
項

サ
ン
プ
ル
数

自
由
度
調
整
済
み
決
定
係
数
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付
表
６

就
業
形
態
選
択
関
数
の
推
定
結
果
（
限
界
効
果
，
都
市
，
女
子
）

臨
時
被
雇
用
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
９
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．５
４６

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
９５

０
．０
００

０
．０
００

未
就
業

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
１８
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．５
５１

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

（
注
）
学
歴
ダ
ミ
ー
変
数
の
＊
印
は
，
ダ
ミ
ー
変
数
の
０
か
ら
１
へ
の
不
連
続
な
変
化
に
対
す
る
限
界
効
果
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

z－
値

（
８
）

１４
．２
１

－
１４
．６
０

６
．８
０

－
８
．６
１

１０
．３
２

－
７
．７
１

８
．２
８

４
．１
３

４
．８
２

０
．６
０

８
．２
０

１５
．３
９

１
．６
７

５
．０
８

５
．０
１

z－
値

（
１７
）

－
１８
．７
３

１９
．６
６

－
７
．１
６

９
．３
８

－
１１
．７
３

８
．２
４

－
８
．９
４

－
４
．１
３

－
４
．７
５

－
０
．６
０

－
８
．０
４

－
１３
．１
４

－
２１
．６
１

－
２２
．０
１

－
２８
．９
９

限
界
効
果

dy
/d

x
（
７
）

０
．０
００
０１

－
０
．０
００
０４

０
．０
００
０６

－
０
．０
００
１８

０
．０
００
１

－
０
．０
０２
０

０
．０
０２
３

０
．０
０２
４

０
．０
０３
１

０
．０
００
８

０
．０
０５
５

０
．０
１０
１

０
．０
０３
３

０
．０
０６
６

０
．０
０５
８

限
界
効
果

dy
/d

x
（
１６
）

－
０
．０
００
２１

０
．０
００
７４

－
０
．０
０１
０９

０
．０
０３
１６

－
０
．０
０２
４

０
．０
３４
８

－
０
．０
４１
０

－
０
．０
４２
０

－
０
．０
５５
４

－
０
．０
１４
７

－
０
．１
０５
３

－
０
．２
３６
６

－
０
．５
２１
９

－
０
．４
８０
８

－
０
．５
０７
８

自
己
雇
用
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
６
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．５
４９

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

無
償
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
１５
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．５
３９

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
０４

０
．１
６０

０
．０
１５

z－
値

（
５
）

１６
．８
９

－
１７
．５
９

７
．０
５

－
９
．１
２

１１
．２
６

－
８
．０
５

８
．７
１

４
．１
４

４
．７
９

０
．６
０

８
．１
９

１５
．３
１

５
．７
０

１２
．７
４

１２
．５
５

z－
値

（
１４
）

１５
．７
７

－
１６
．２
５

６
．９
４

－
８
．８
７

１０
．７
９

－
７
．９
４

８
．５
６

４
．２
５

５
．０
９

０
．６
１

９
．４
２

２４
．０
４

－
２
．８
６

－
１
．４
１

－
２
．４
３

限
界
効
果

dy
/d

x
（
４
）

０
．０
００
０４

－
０
．０
００
１４

０
．０
００
２０

－
０
．０
００
５９

０
．０
００
４

－
０
．０
０６
５

０
．０
０７
７

０
．０
０７
８

０
．０
１０
２

０
．０
０２
７

０
．０
１９
０

０
．０
３８
４

０
．０
３２
６

０
．０
４１
６

０
．０
４０
０

限
界
効
果

dy
/d

x
（
１３
）

０
．０
００
０２

－
０
．０
００
０８

０
．０
００
１１

－
０
．０
００
３２

０
．０
００
２

－
０
．０
０３
６

０
．０
０４
２

０
．０
０４
２

０
．０
０５
３

０
．０
０１
５

０
．０
０９
２

０
．０
１３
３

－
０
．０
１１
３

－
０
．０
０４
２

－
０
．０
０６
１

被
雇
用
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
３
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．５
５６

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

雇
用
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
１２
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．５
４４

０
．０
００

０
．０
００

０
．７
９３

０
．０
３１

０
．０
７７

z－
値

（
２
）

１８
．６
０

－
１９
．５
３

７
．１
６

－
９
．３
７

１１
．７
２

－
８
．２
３

８
．９
３

４
．０
７

４
．６
２

０
．５
９

７
．５
４

１０
．９
４

１２
．９
８

１４
．０
３

１８
．２
３

z－
値

（
１１
）

１５
．３
１

－
１５
．７
８

６
．９
１

－
８
．８
３

１０
．６
８

－
７
．８
７

８
．４
９

４
．１
８

４
．９
３

０
．６
１

８
．７
２

１９
．２
０

－
０
．２
６

２
．１
６

１
．７
７

限
界
効
果

dy
/d

x
（
１
）

０
．０
００
１２

－
０
．０
００
４２

０
．０
００
６２

－
０
．０
０１
８０

０
．０
０１
４

－
０
．０
１９
８

０
．０
２３
４

０
．０
２４
３

０
．０
３２
５

０
．０
０８
５

０
．０
６３
８

０
．１
６１
４

０
．４
９８
２

０
．４
３２
３

０
．４
６４
８

限
界
効
果

dy
/d

x
（
１０
）

０
．０
００
０２

－
０
．０
００
０６

０
．０
００
０９

－
０
．０
００
２６

０
．０
００
２

－
０
．０
０２
９

０
．０
０３
４

０
．０
０３
４

０
．０
０４
４

０
．０
０１
２

０
．０
０７
９

０
．０
１３
３

－
０
．０
００
８

０
．０
０４
５

０
．０
０３
２

w
ag

e0
3

w
ag

e0
4

w
ag

e0
5

oi
nc

om
e

um
ur

fn
n

fn
n_

10

de
du

01
＊

de
du

02
＊

de
du

03
＊

de
du

04
＊

de
du

05
＊

de
du

06
＊

de
du

07
＊

de
du

08
＊

w
ag

e0
3

w
ag

e0
4

w
ag

e0
5

oi
nc

om
e

um
ur

fn
n

fn
n_

10

de
du

01
＊

de
du

02
＊

de
du

03
＊

de
du

04
＊

de
du

05
＊

de
du

06
＊

de
du

07
＊

de
du

08
＊

被
雇
用
者
賃
金
率

自
己
雇
用
者
賃
金
率

臨
時
被
雇
用
者
賃
金
率

他
家
族
員
の
所
得
合
計

年
齢
家
族
員
数

１０
歳
未
満
家
族
員
数

学
歴
ダ
ミ
ー

小
学
校
卒
業

中
学
校
卒
業

職
業
中
学
卒
業

高
等
学
校
卒
業

職
業
高
等
学
校
卒
業

デ
ィ
プ
ロ
マ
Ⅰ
／
Ⅱ
終
了

デ
ィ
プ
ロ
マ
Ⅲ
終
了

大
学
卒
業

被
雇
用
者
賃
金
率

自
己
雇
用
者
賃
金
率

臨
時
被
雇
用
者
賃
金
率

家
族
の
労
働
所
得
合
計

年
齢
家
族
員
数

１０
歳
未
満
家
族
員
数

学
歴
ダ
ミ
ー

小
学
校
卒
業

中
学
校
卒
業

職
業
中
学
卒
業

高
等
学
校
卒
業

職
業
高
等
学
校
卒
業

デ
ィ
プ
ロ
マ
Ⅰ
／
Ⅱ
終
了

デ
ィ
プ
ロ
マ
Ⅲ
終
了

大
学
卒
業
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付
表
７

就
業
形
態
選
択
関
数
の
推
定
結
果
（
限
界
効
果
，
農
村
，
男
子
）

臨
時
被
雇
用
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
９
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
８８

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
１２

０
．１
４４

０
．０
００

０
．０
２１

０
．０
００

０
．０
００

０
．４
２２

０
．０
００

０
．０
００

未
就
業

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
１８
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
８８

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
１２

０
．１
４４

０
．０
００

０
．０
３０

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

（
注
）
学
歴
ダ
ミ
ー
変
数
の
＊
印
は
，
ダ
ミ
ー
変
数
の
０
か
ら
１
へ
の
不
連
続
な
変
化
に
対
す
る
限
界
効
果
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

z－
値

（
８
）

－
５
．２
０

２６
．６
９

８
．８
５

－
１
．７
１

２７
．９
７

５
．１
７

－
２
．５
１

１
．４
６

－
５
．９
８

－
２
．３
２

－
７
．５
１

－
４
．７
５

－
０
．８
０

９
．０
７

３
．５
４

z－
値

（
１７
）

５
．２
１

－
３０
．１
９

－
８
．９
６

１
．７
１

－
３１
．０
１

－
５
．１
９

２
．５
２

－
１
．４
６

５
．７
２

２
．１
８

６
．５
６

４
．２
０

－
３１
．８
２

－
５
．３
６

－
１６
．４
９

限
界
効
果

dy
/d

x
（
７
）

－
０
．０
００
０３

０
．０
００
８３

０
．０
００
２９

－
０
．０
００
１５

０
．０
０２
０

０
．０
０５
６

－
０
．０
０３
４

０
．０
０３
５

－
０
．０
２０
３

－
０
．０
１６
９

－
０
．０
３６
０

－
０
．０
３０
９

－
０
．０
１６
６

０
．０
４９
３

０
．０
３８
６

限
界
効
果

dy
/d

x
（
１６
）

０
．０
００
０８

－
０
．０
０２
３９

－
０
．０
００
８４

０
．０
００
４２

－
０
．０
０５
８

－
０
．０
１６
４

０
．０
０９
９

－
０
．０
１０
２

０
．０
６１
６

０
．０
５１
９

０
．１
１８
３

０
．１
００
２

－
０
．２
３３
０

－
０
．１
４３
２

－
０
．２
０３
４

自
己
雇
用
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
６
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
８８

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
１２

０
．１
４５

０
．０
００

０
．０
１４

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

無
償
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
１５
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
８８

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
１２

０
．１
４５

０
．０
００

０
．０
０９

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

z－
値

（
５
）

－
５
．２
０

２７
．３
９

８
．９
０

－
１
．７
１

２８
．８
２

５
．１
８

－
２
．５
２

１
．４
６

－
６
．２
８

－
２
．４
６

－
８
．３
４

－
５
．２
６

４
．８
９

３
．７
３

２１
．４
８

z－
値

（
１４
）

５
．１
５

－
２２
．５
８

－
８
．６
８

１
．７
１

－
２３
．０
８

－
５
．１
３

２
．５
１

－
１
．４
６

６
．４
３

２
．６
１

１０
．３
６

６
．３
９

－
２０
．２
２

－
３
．９
９

－
１１
．２
４

限
界
効
果

dy
/d

x
（
４
）

－
０
．０
００
０３

０
．０
００
８８

０
．０
００
３１

－
０
．０
００
１６

０
．０
０２
１

０
．０
０６
０

－
０
．０
０３
６

０
．０
０３
８

－
０
．０
２０
６

－
０
．０
１６
９

－
０
．０
３４
３

－
０
．０
２９
６

０
．１
０２
３

０
．０
８０
１

０
．１
２５
７

限
界
効
果

dy
/d

x
（
１３
）

０
．０
００
０２

－
０
．０
００
５０

－
０
．０
００
１７

０
．０
００
０９

－
０
．０
０１
２

－
０
．０
０３
４

０
．０
０２
０

－
０
．０
０２
１

０
．０
１１
２

０
．０
０９
１

０
．０
１７
１

０
．０
１５
１

－
０
．０
８５
８

－
０
．０
４３
３

－
０
．０
７０
０

被
雇
用
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
３
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
８８

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
１２

０
．１
４５

０
．０
００

０
．０
１０

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
０８

０
．０
００

雇
用
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
１２
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
９４

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
１５

０
．１
４３

０
．０
００

０
．１
１５

０
．０
００

０
．０
０４

０
．０
００

０
．０
８７

０
．０
００

z－
値

（
２
）

－
５
．１
８

２７
．８
５

８
．９
１

－
１
．７
１

２９
．０
４

５
．１
９

－
２
．５
２

１
．４
６

－
６
．４
６

－
２
．５
６

－
８
．８
８

－
５
．６
０

６
．２
５

２
．６
４

４
．８
３

z－
値

（
１１
）

－
４
．６
０

９
．４
１

６
．５
９

－
１
．６
７

９
．２
２

４
．６
０

－
２
．４
４

１
．４
７

－
４
．１
４

－
１
．５
８

－
４
．５
１

－
２
．９
１

－
９
．５
０

－
１
．７
１

－
４
．９
７

限
界
効
果

dy
/d

x
（
１
）

－
０
．０
００
０３

０
．０
００
９１

０
．０
００
３２

－
０
．０
００
１６

０
．０
０２
２

０
．０
０６
２

－
０
．０
０３
７

０
．０
０３
９

－
０
．０
２０
５

－
０
．０
１６
７

－
０
．０
３２
８

－
０
．０
２８
４

０
．４
９３
８

０
．１
１０
１

０
．２
６８
３

限
界
効
果

dy
/d

x
（
１０
）

－
０
．０
００
０１

０
．０
００
２８

０
．０
００
１０

－
０
．０
００
０５

０
．０
００
７

０
．０
０１
９

－
０
．０
０１
１

０
．０
０１
２

－
０
．０
１１
５

－
０
．０
１０
６

－
０
．０
３２
４

－
０
．０
２６
４

－
０
．２
６０
６

－
０
．０
５３
０

－
０
．１
５９
２

w
ag

e0
3

w
ag

e0
4

w
ag

e0
5

oi
nc

om
e

um
ur

fn
n

fn
n_

10

de
du

01
＊

de
du

02
＊

de
du

03
＊

de
du

04
＊

de
du

05
＊

de
du

06
＊

de
du

07
＊

de
du

08
＊

w
ag

e0
3

w
ag

e0
4

w
ag

e0
5

oi
nc

om
e

um
ur

fn
n

fn
n_

10

de
du

01
＊

de
du

02
＊

de
du

03
＊

de
du

04
＊

de
du

05
＊

de
du

06
＊

de
du

07
＊

de
du

08
＊

被
雇
用
者
賃
金
率

自
己
雇
用
者
賃
金
率

臨
時
被
雇
用
者
賃
金
率

他
家
族
員
の
所
得
合
計

年
齢
家
族
員
数

１０
歳
未
満
家
族
員
数

学
歴
ダ
ミ
ー

小
学
校
卒
業

中
学
校
卒
業

職
業
中
学
卒
業

高
等
学
校
卒
業

職
業
高
等
学
校
卒
業

デ
ィ
プ
ロ
マ
Ⅰ
／
Ⅱ
終
了

デ
ィ
プ
ロ
マ
Ⅲ
終
了

大
学
卒
業

被
雇
用
者
賃
金
率

自
己
雇
用
者
賃
金
率

臨
時
被
雇
用
者
賃
金
率

家
族
の
労
働
所
得
合
計

年
齢
家
族
員
数

１０
歳
未
満
家
族
員
数

学
歴
ダ
ミ
ー

小
学
校
卒
業

中
学
校
卒
業

職
業
中
学
卒
業

高
等
学
校
卒
業

職
業
高
等
学
校
卒
業

デ
ィ
プ
ロ
マ
Ⅰ
／
Ⅱ
終
了

デ
ィ
プ
ロ
マ
Ⅲ
終
了

大
学
卒
業

－１１２－ ジャワ島家計の労働供給行動



付
表
８

就
業
形
態
選
択
関
数
の
推
定
結
果
（
限
界
効
果
，
農
村
，
女
子
）

臨
時
被
雇
用
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
９
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．７
３８

０
．０
００

０
．４
８４

０
．０
３７

０
．７
２６

０
．０
０２

０
．５
３５

０
．０
４１

０
．４
０７

０
．０
２８

０
．０
００

０
．０
００

未
就
業

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
１８
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．７
３８

０
．０
００

０
．４
８４

０
．０
３７

０
．７
２６

０
．０
０２

０
．５
４０

０
．０
４６

０
．３
９９

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

（
注
）
学
歴
ダ
ミ
ー
変
数
の
＊
印
は
，
ダ
ミ
ー
変
数
の
０
か
ら
１
へ
の
不
連
続
な
変
化
に
対
す
る
限
界
効
果
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

z－
値

（
８
）

１４
．９
３

－
２０
．６
４

－
１９
．９
０

－
０
．３
３

６
．９
６

－
０
．７
０

２
．０
８

－
０
．３
５

－
３
．０
７

－
０
．６
２

－
２
．０
４

０
．８
３

２
．２
０

１１
．０
１

２８
．１
９

z－
値

（
１７
）

－
１６
．３
５

２４
．２
３

２３
．３
５

０
．３
３

－
７
．０
８

０
．７
０

－
２
．０
９

０
．３
５

３
．０
３

０
．６
１

２
．０
０

－
０
．８
４

－
４７
．２
９

－
８
．９
０

－
１３
．９
４

限
界
効
果

dy
/d

x
（
７
）

０
．０
００
０３

－
０
．０
００
０５

－
０
．０
０１
１０

－
０
．０
００
０４

０
．０
００
３

－
０
．０
００
５

０
．０
０１
６

－
０
．０
００
４

－
０
．０
０５
２

－
０
．０
０２
９

－
０
．０
０５
３

０
．０
０３
５

０
．０
３０
８

０
．０
７３
４

０
．０
７８
１

限
界
効
果

dy
/d

x
（
１６
）

－
０
．０
００
２１

０
．０
００
３７

０
．０
０７
５２

０
．０
００
２５

－
０
．０
０２
０

０
．０
０３
１

－
０
．０
１０
８

０
．０
０３
０

０
．０
３６
５

０
．０
１９
８

０
．０
３７
１

－
０
．０
２３
４

－
０
．６
０５
８

－
０
．４
２３
１

－
０
．４
７４
１

自
己
雇
用
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
６
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．７
３８

０
．０
００

０
．４
８４

０
．０
３７

０
．７
２６

０
．０
０２

０
．５
３２

０
．０
３８

０
．４
１１

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

無
償
労
働

有
意
確
率

P＞
｜

z｜
（
１５
）

０
．０
００

０
．０
００

０
．０
００

０
．７
３８

０
．０
００

０
．４
８４

０
．０
３７

０
．７
２６

０
．０
０３

０
．５
５０

０
．０
５５

０
．３
８４

０
．０
００

０
．２
０６

０
．９
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